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福岡県立香
か す み が お か

住丘高校
生徒が成長実感を持てる
指導と評価を追求し続ける

北海道稚
わっか

内
な い

高校
３年間を見通して作成したCAN─DOリストと、
思考力を鍛える問いで、アウトプット力を伸ばす

大分県教育庁　高校教育課
エビデンスを基に課題を把握し、

指導と評価の一体化の実現に向けて全校を支援

石川県立金沢錦
にしきがおか

丘高校
組織的な指導で英語力の多層化に対応し、
４技能統合型の活動の充実も図る

実践事例 3

実践事例 1

実践事例 4

実践事例 2

P.15

P.7

生徒が英語学習において成長を実感できるよう、
指導と評価の一体化を図る

ＣＡＮ─ＤＯリストを軸に、指導と評価の一体化を図る
立命館大学　生命科学部生命医科学科　准教授　山下美

み ほ
朋

課題整理
P.1

P.19

P.11

生徒が成長を実感できる

英語の指導と評価
実践特集
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＊１　ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材
の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語使用者）、Ｂ（自立し
た言語使用者）、Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに２レベル、計６レベルが設定されている。

※文部科学省「外国語教育の抜本的強化のイメージ」を基に編集部で作成。　

小・中学校、高校　新学習指導要領における英語教育の内容図１

CEFR
（＊１）

B2

B1

A2

A1

高
校

中
学
校

小
学
校

新たな外国語教育が目指すレベル
「何ができるようになるか」という観点から、国際基準（ＣＥＦＲ）を参考に、小・中・
高を通じた５つの領域（ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り・発表） 」「書く
こと」 別の目標を設定。

•互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対話的
な活動を重視。

•具体的な課題を設定するなどして、学習した語彙、
表現などを実際に活用する言語活動を充実。

• 授業は外国語で行うことを基本とする。

•５領域を総合的に扱う科目群として「英語コミュニ
ケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を、発信力を高める科目群と
して「論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を設定。

• 授業は外国語で行うことを基本とする（前回改訂よ
り）。

５・６年生［教科型］
• 段階的に「読むこと」「書くこと」を加える。
• 指導の系統性を確保。

３・４年生［活動型］
•「聞くこと」「話すこと（やり取り・発表）」を中心とする。
•外国語に慣れ親しませ、学習への動機づけを高める。

高校卒業レベルで
4000 ～

5000 語程度

高校で
1800 ～

2500 語程度

中学校で
1600 ～

1800 語程度

小学校で
600 ～

700 語程度

年間70単位時間（週２コマ程度）

年間35単位時間（週１コマ程度）

小
・
中
・
高
で
一
貫
し
た
目
標
を
設
定

年間140単位時間（週４コマ程度）

高
校

中
学
校

CEFR A1レベル相当以上の生徒
2016 年 36.1％→
2019年 44.0％（目標 50％）
• 学習意欲、積極性の向上
•言語活動が十分でない

CEFR A2レベル相当以上の生徒
2016 年36.4％→
2019年43.6％（目標 50％）
• 学習意欲、発信力に課題
•言語活動が十分でない

小
学
校 • 読み書きに対する意欲

• 音声から文字への接続に
課題がある

年間35単位時間
（週１コマ程度）

年間140単位時間
（週４コマ程度）

活動型

現状レベル
• 学年が上がるにつれて意欲に

課題
• 学校種間の接続が不十分

改善・充実

高校卒業
レベル

3000語程度

高校で
1800 語程度

中学校で
1200 語程度

高校卒業
レベルで

3000語程度

生徒が英語学習において成長を実感できるよう、
指導と評価の一体化を図る

2022 年度から実施される新学習指導要領では、「外国語」は「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ」
「論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の科目構成となり、英語４技能を総合的に扱う言語活動を一層充実させ、

生徒の英語による発信力を高める指導がますます求められるようになる。
しかし、文部科学省の調査では、高校での英語の言語活動の実施率は５割程度にとどまっている。

そこで、言語活動の実施に向けた課題を整理するとともに、高校と共同で英語の指導と評価の実践研究を行う大学教員に、
課題に取り組む上で必要なことや指導のヒントを語ってもらった。

課題整理
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英
語
教
育
の
充
実
・
強
化
は
、
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
新

学
習
指
導
要
領
の
「
外
国
語
活
動
」「
外

国
語
」
で
は
、
教
育
目
標
や
内
容
が
、
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
で
連
続
性
が
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
。
言
語

能
力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
の
国
際

指
標
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
１
）
を
参
考

に
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
５
領
域
別
に
小・中・

高
を
通
じ
た
目
標
を
設
定
。
児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
そ
の
目
標
に
到
達
で
き
る

よ
う
、
５
領
域
ご
と
に
学
校
段
階
別
の
到

達
目
標
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
小
学
３

年
生
〜
高
校
３
年
生
の
10
年
間
の
Ｃ
Ａ
Ｎ

─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
と
言
え
る
。

　
５
領
域
は
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」

「
話
す
こ
と
［
や
り
と
り
］」「
話
す
こ
と

［
発
表
］」「
書
く
こ
と
」
を
指
し
、「
話
す

こ
と
」
が
、「
話
す
こ
と
［
や
り
と
り
］」

「
話
す
こ
と
［
発
表
］」
に
分
か
れ
た
の
が
、

現
行
学
習
指
導
要
領
か
ら
の
大
き
な
変
更

点
だ
。
　

　
英
語
力
の
到
達
目
標
は
、
中
学
校
卒
業

段
階
で
は
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ａ
１
レ
ベ
ル
相
当

以
上
、
高
校
卒
業
段
階
で
は
必
修
科
目
で

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ａ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
、
選

択
科
目
で
同
Ｂ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
と
設

定
さ
れ
た
。
　

　
新
学
習
指
導
要
領
の
「
外
国
語
活
動
」

「
外
国
語
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い
く
（
図

１
）。

◎
小
学
校
（
２
０
２
０
年
度
実
施
）

　
３・
４
年
生
で
は
、
年
間
35
単
位
時
間

の
「
外
国
語
活
動
」
が
導
入
さ
れ
た
。
５・

６
年
生
で
は
、「
外
国
語
活
動
」
は
年
間

70
単
位
時
間
の
教
科
「
外
国
語
」
と
な

り
、段
階
的
に
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

が
加
わ
る
。
小
学
３
〜
６
年
生
の
各
学
年

で
、
年
間
35
単
位
時
間
の
英
語
教
育
が
純

増
し
た
こ
と
に
な
る
。

◎
中
学
校
（
21
年
度
実
施
）

　
教
科
や
授
業
時
数
に
変
更
は
な
い
が
、

取
り
扱
う
語
彙
数
が
、
小
学
校
で
学
習
す

る
６
０
０
〜
７
０
０
語
に
加
え
て
、
従
来

の
１
２
０
０
語
程
度
か
ら
、
１
６
０
０
〜

１
８
０
０
語
程
度
に
増
加
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
高
校
の
履
修
内
容
だ
っ
た
現
在

完
了
進
行
形
や
原
形
不
定
詞
、
仮
定
法
な

ど
の
文
法
事
項
が
、
中
学
校
の
履
修
内
容

と
な
っ
た
。

◎
高
校
（
22
年
度
実
施
）

　
高
校
の
「
外
国
語
」
で
は
科
目
構
成
が

変
わ
り
、
５
領
域
を
総
合
的
に
扱
う
科
目

群
と
し
て
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
が
、
発
信
力
を
高
め
る
科

目
群
と
し
て
「
論
理
・
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」

が
設
定
さ
れ
た
。
取
り
扱
う
語
彙
数
は
、

高
校
卒
業
時
に
４
０
０
０
〜
５
０
０
０

語
程
度
と
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
の

３
０
０
０
語
程
度
か
ら
大
幅
に
増
え
る
。

　「
外
国
語
活
動
」「
外
国
語
」
の
目
標
を

一
覧
（
図
２
）
に
ま
と
め
た
。
改
め
て
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
力
の
育
成
が
重
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
　

　
ま
た
、
目
標
到
達
に
向
け
て
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
を
図
れ
る
よ
う
、
学
習
評

価
に
つ
い
て
も
見
直
さ
れ
た
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
に
基
づ
い
て

目
標
や
内
容
が
再
整
理
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
観

新学習指導要領「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表（抜粋）図２

■外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方
外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他
者との関わりに着目して捉え、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に
応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築すること。

■「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表（抜粋）

小学校第３学年
及び第４学年
外国語活動

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、コ
ミュニケーションを図る素地となる資質・能力を次のとおり（＊2） 
育成することを目指す。

小学校第５学年
及び第６学年

外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・
能力を次のとおり（＊2） 育成することを目指す。

中学校
外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現
したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力
を次のとおり（＊2） 育成することを目指す。

高校
外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通し
て、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝
え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のと
おり（＊2） 育成することを目指す。

＊2　「次のとおり」とは、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」
ごとの目標を指す。

※文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　外国語編　付録８」を基に編集部
で作成。

10
年
間
を
見
通
し
、

到
達
目
標
を
５
領
域
別
に
示
す

新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト

英
語
に
よ
る
発
信
力
を
育
む

学
習
内
容
を
拡
充
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点
が
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・

表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
の
３
観
点
に
整
理
さ
れ
た
。「
外
国

語
」
で
は
、
５
領
域
の
言
語
活
動
が
示
さ

れ
て
い
る
た
め
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評

価
も
、
５
領
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
３

観
点
で
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。
指
導
要

録
に
、
各
教
科
・
科
目
の
観
点
別
学
習
状

況
を
記
載
す
る
欄
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
も

大
き
な
変
更
点
だ
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
今
後
、

授
業
に
お
い
て
は
英
語
の
言
語
活
動
の

実
践
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
た
だ
、
文
部
科
学
省
「
令
和
元
年
度
　

『
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
』」
の
結
果
を

見
る
と
、
英
語
に
よ
る
言
語
活
動
の
実
施 ※図３〜５　文部科学省「令和元年度『英語教育実施状況調査』」を基に編集部で作成。

生徒の英語による言語活動の状況（中学校・高校）図３

パフォーマンステストの実施状況（中学校・高校）図４

「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定状況（中学校・高校）図５

注１）割合の合計は、小数点第２位切り上げ前の数字を合計して算出しているため、小数点切り上げ後の割合の和と
一致しないことがある。
注２）（　）内は、2018 年度の値。

高校中学校

100806040200
（％）

第３学年

第２学年

第１学年

全体

100806040200
（％）

■授業中、おおむね言語活動を行っている（75％程度以上）
■半分以上の時間、言語活動を行っている（50～75％程度）

26.3 52.6 79.0
（76.7）

27.7 52.9 80.6
（78.5）

25.5 53.6 79.0
（76.7）

25.8
その他専門学科及び

総合学科

英語教育を主とする
学科及び国際関係に

関する学科

普通科

全体 16.4 37.7 54.1
（50.6）

55.1
（51.3）

85.5
（82.9）

48.8
（46.8）

17.1 38.3

59.4 26.1

11.8 37.051.5 77.2
（74.8）

注）（　）内は、2018 年度の値。

高校中学校

100806040200
（％）

第３学年

第２学年

第１学年

全体

100806040200
（％）

86.1
（83.7）

84.3
（81.5）

86.7
（84.9）

その他専門学科及び
総合学科

英語教育を主とする
学科及び国際関係に

関する学科

普通科

全体 36.4
（31.4）

36.7
（32.1）

66.0
（67.7）

34.7
（28.8）

87.2
（84.6）

中学校 高校

100

80

60

40

20

0

（％）
「CAN-DOリスト」形式による
学習到達目標を
設定している学校の割合

「CAN-DOリスト」形式による
学習到達目標の達成状況を
把握している学校の割合

「CAN-DOリスト」形式による
学習到達目標を
公表している学校の割合

２
０
１
９
年

２
０
１
８
年

２
０
１
７
年

２
０
１
６
年

100

80

60

40

20

0

（％）

２
０
１
９
年

２
０
１
８
年

２
０
１
７
年

２
０
１
６
年

75.2

85.9
90.0 92.3 96.095.094.5

88.1

49.949.245.4

34.2
41.6

51.9
55.2 57.6

12.0
18.1 20.8

25.4

28.4

39.3 41.8 49.5

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の

実
施
率
は
、
普
通
科
で
約
37
％

デ
ー
タ
か
ら
見
え
た
課
題
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率
は
、
高
校
の
普
通
科
で
は
約
55
％
、
総

合
学
科
な
ど
で
は
約
49
％
と
な
っ
て
い

る
（
図
３
）。
さ
ら
に
、「
話
す
こ
と
」「
書

く
こ
と
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を

両
方
実
施
し
て
い
る
割
合
は
、
高
校
の
普

通
科
で
は
前
年
度
に
比
べ
て
４・６
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
も
の
の
、
約
37
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
（
図
４
）。

　
中
学
校
で
は
、
言
語
活
動
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
率
が
約
８
割
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
学
校
で
培
っ
て

き
た
英
語
に
よ
る
発
信
力
を
さ
ら
に
伸
ば

す
た
め
に
も
、
高
校
に
は
言
語
活
動
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
率
の
向
上

が
求
め
ら
れ
る
。
　

　
一
方
で
、
英
語
教
育
が
早
期
化
し
、
学

習
内
容
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
他
教
科

と
同
様
に
、
今
後
、
高
校
に
入
学
し
て
く

る
生
徒
の
英
語
力
が
、
さ
ら
に
多
層
化
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
生
徒
の
高
校
入

学
時
の
英
語
力
を
把
握
し
、
強
み
や
課
題

に
応
じ
た
指
導
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
英
語
の
学
習
評
価
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ

Ｏ
リ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

活
用
状
況
に
も
課
題
が
見
ら
れ
る
。
同
じ

文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｎ

─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
形
式
に
よ
る
学
習
到
達
目

標
を
設
定
し
て
い
る
高
校
は
９
割
を
超
え

る
も
の
の
、
そ
の
目
標
に
到
達
し
た
か
ど

う
か
を
把
握
し
て
い
る
割
合
は
約
58
％

だ
っ
た
（
図
５
）。
Ｃ
Ａ
Ｎ
─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

の
活
用
が
、
学
習
評
価
に
お
い
て
は
課
題

と
言
え
そ
う
だ
。

　
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
も
、英
語
の
運
用
能
力
を
問
わ

れ
る
出
題
と
な
っ
た
。リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で

は
、複
数
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
読

み
取
っ
て
答
え
る
問
題
が
目
立
っ
た
。リ

ス
ニ
ン
グ
も
、聴
き
取
っ
た
内
容
を
基
に

考
え
る
問
題
が
増
え
る
な
ど
、両
分
野
と

も
、情
報
量
が
圧
倒
的
に
多
く
、情
報
処
理

的
な
視
点
か
ら
の
読
解
力
が
求
め
ら
れ
る

問
題
だ
っ
た
。大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

実
施
後
、今
後
の
対
応
が
必
要
だ
と
感
じ

た
問
題
や
特
徴
に
つ
い
て
高
校
教
師
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、英
語
に
関
す
る
言
及
が
５

項
目
と
最
も
多
く
、「
読
解
量
の
大
幅
な

増
加
」「
複
数
の
英
文
や
図
表
な
ど
、様
々

な
情
報
処
理
を
必
要
と
す
る
問
題
」
な
ど

を
挙
げ
て
い
た
（
図
６
）。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
高
校
の
英
語
教
育

に
関
す
る
課
題
を
整
理
す
る
と
、
図
７
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
高
校
と
共
同
で
英
語

の
指
導
と
評
価
に
関
す
る
実
践
研
究
を
行

う
大
学
教
員
に
聞
い
た
、
課
題
に
取
り
組

む
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
、７
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

高
校
や
教
育
委
員
会
の
英
語
教
育
の
実
践

事
例
を
紹
介
す
る
。

課題の種類 シーン 課題の内容

顕在化
している
課題

授業（指導） ❶英語による言語活動の充実

評価
❷パフォーマンステストの実施

❸ CAN ─ DOリストの指導・評価への活用

大学入試 ❹情報処理的な視点からの読解力の育成

潜在的な
課題

授業（指導） ❺新課程生の英語力の多層化への対応

評価 ❻観点別学習状況の評価への対応

※『VIEW next』高校版編集部まとめ。

英語教育の課題　まとめ図７

大学入学共通テストにおいて高校教師が今後の対応が必要だと感じた問題・特徴図６

※ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2021 年９月）を基に編集部
で作成。

【英語】読解量の大幅な増加

【国語】複数の文章や資料を
比較・関連づける問題

【英語】リスニングの１回読みの問題

【地歴公民】初見のものも含む
多くの資料を読み解き、考察する問題

【数学】現実事象を題材とした問題

【理科】複数の分野をまたいで
総合的に問われる問題

【英語】複数の英文や図表など、
様々な情報処理を必要とする問題

【理科】観察・実験や
探究活動を題材にした問題

【英語】
３人以上が会話するリスニングの問題

【数学】会話形式の問題

【数学】グラフの概形をイメージする問題

【地歴公民】
探究学習のプロセスを意識した問題

【英語】イギリス英語など、アメリカ英語
以外の使用（表記、発音の違いなど）
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大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
は

英
語
の
出
題
に
変
化
が
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こ
れ
ま
で
は
、
英
語
４
技
能
の
育
成
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
て
も
、

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
の
た
め
に
大
学

入
試
へ
の
対
応
が
優
先
さ
れ
、
言
語
活
動

は
後
回
し
に
な
り
や
す
い
と
い
っ
た
状

況
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
２
１
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で

実
用
的
な
英
語
力
が
求
め
ら
れ
た
よ
う

に
、
各
大
学
の
入
試
に
お
い
て
も
、
英
語

４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
評
価
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
仕

事
で
も
日
常
生
活
で
も
英
語
を
使
う
場
面

が
増
え
る
中
で
、
使
え
る
英
語
力
を
育
む

こ
と
は
、
学
校
教
育
の
重
要
な
役
割
の
１

つ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
高
校
の
先
生
方
と
共
同
で
英
語
指

導
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
経
験
か
ら
、
授
業
に
言
語
活
動
を
取
り

入
れ
る
た
め
に
は
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
、
先
生
方
が
英
語
の
言
語
活
動

の
実
践
事
例
に
た
く
さ
ん
触
れ
て
、
ど

の
よ
う
な
指
導
が
必
要
な
の
か
を
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
教
員
研
修
は
、
参
加
者
が

言
語
活
動
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
に
し
、
明
日
の
授
業
か
ら
使
え
る
実

践
的
な
内
容
に
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
先
進
校
の
視
察
や
教
師
間

の
情
報
交
換
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
授

業
動
画
の
活
用
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
、
生
徒
が
能
動
的
に
言
語

活
動
に
取
り
組
む
意
欲
を
持
て
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
生
徒
に
と
っ
て
英
語
学

習
の
動
機
づ
け
と
な
る
の
は
、
大
学
入
試

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
で
自
分
が

話
し
た
り
書
い
た
り
し
た
英
語
が
相
手
に

伝
わ
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
と
、
生
徒
は

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の

活
動
に
意
欲
的
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
生
徒
主
体
の
言
語
活
動
と
す
る
た
め
に

は
、
生
徒
が
英
語
を
話
し
た
く
な
る
、
英

文
を
書
き
た
く
な
る
題
材
を
選
ぶ
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
生
徒
が

友
人
と
の
会
話
で
取
り
上
げ
そ
う
な
話
題

や
、
今
日
的
な
社
会
課
題
な
ど
、
日
常
生

活
や
仕
事
で
英
語
を
使
う
場
面
を
想
定
し

た
題
材
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
英
文

の
記
事
や
英
語
の
ニ
ュ
ー
ス
動
画
な
ど
、

題
材
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
リ
ア
ル
な
題
材
の

方
が
、
生
徒
の
好
奇
心
を
よ
り
喚
起
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
言
語
活
動
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
は
、
短
時
間
で
で
き
る
活
動

か
ら
始
め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

生
徒
の
英
語
力
に
合
わ
せ
た
活
動
か
ら
始

め
、
段
階
的
に
難
易
度
を
上
げ
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
言

語
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
き
、
そ
れ
ま
で

の
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
と
し
て
、
年
に

１
度
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
ポ
ス
タ
ー
発
表

な
ど
、
４
技
能
を
統
合
的
に
使
う
場
を
設

け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
（
図
）。

　
短
時
間
で
も
そ
の
場
限
り
の
活
動
と
な

ら
な
い
よ
う
、
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
に
向
け
て
、
３
年
間
を
見
通
し
た
指
導

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
も
求
め
ら
れ
て

◎
関
西
大
学
外
国
語
教
育
学
研
究
科
外
国
語
教
育（
英
語
） 

博
士
課
程
修
了
。
博
士（
外
国
語
教
育
学
）。
専
門
分
野
は
、

英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
対
照
修
辞
学
研
究
、
コ
ー
パ
ス
分

析
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
現
職
。
高
校
と
連
携
し
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
言
語
活
動
の
指
導
と
評
価
の
研

究
に
取
り
組
む
。

英
語
４
技
能
の
指
導
と
評
価
に
向
け
て

Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
軸
に
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る

立
命
館
大
学
　
生
命
科
学
部
生
命
医
科
学
科
　
准
教
授

山
下
美
朋 

や
ま
し
た
・
み
ほ

英
語
に
よ
る
発
信
力
の
育
成
に
向
け
た
指
導
に
お
い
て
、
何
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
か
。

高
校
現
場
と
共
同
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
と
評
価
の
実
践
研
究
に
取
り
組
む

立
命
館
大
学
の
山
下
美み

朋ほ

准
教
授
に
聞
い
た
。

実
践
事
例
に
数
多
く
触
れ
、

言
語
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

生
徒
が
関
心
を
持
て
る
題
材
で

生
徒
主
体
の
言
語
活
動
に
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い
る
読
解
力
や
思
考
力
は
、
国
語
力
に
下

支
え
さ
れ
て
い
る
力
で
す
。
教
師
間
で
連

携
し
、
合
教
科
的
な
指
導
を
進
め
る
こ
と

も
、
今
後
の
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
英
語
の
指
導
計
画
の
立
案
に
有
効
な
の

が
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
で
す
。
教
師

間
で
目
標
の
目
線
合
わ
せ
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
達
成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
指
導
す

れ
ば
よ
い
か
、
具
体
的
に
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
そ
の
過
程
で
は
、
到
達

度
を
測
る
た
め
に
評
価
も
組
み
込
ま
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

が
あ
る
こ
と
で
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化

が
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
で
用
い
ら
れ
る

「
〜
で
き
る
」
と
い
う
表
現
は
、
生
徒
に

と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
評
価
規
準
で

す
。
過
去
の
自
分
の
英
語
力
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
、成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、

目
標
の
設
定
も
し
や
す
い
の
が
、
Ｃ
Ａ
Ｎ

─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
の
特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

　
授
業
で
の
活
動
を
評
価
す
る
こ
と
は
、

生
徒
が
成
長
実
感
を
持
つ
機
会
と
し
て
重

要
で
す
が
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の

実
施
率
が
低
い
の
は
、評
価
方
法
に
難
し

さ
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で
は
、単
語
や
文

法
の
知
識
に
加
え
、流
暢
さ
や
論
理
性
な

ど
、評
価
対
象
に
で
き
る
項
目
が
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。加
え
て
、観
点
別
学
習
状
況

の
評
価
は
公
正
さ
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

各
観
点
を
ど
の
活
動
で
評
価
す
る
の
か
を

決
め
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
複
数

の
教
師
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
実

施
し
、そ
の
評
価
結
果
を
す
り
合
わ
せ
る

中
で
作
成
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
工
程
も
含
め
、
評
価
に
は
労

力
が
か
か
り
ま
す
。
す
べ
て
の
活
動
を
評

価
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま
ず
は
教
師
間
で
評

価
の
対
象
と
す
る
活
動
を
決
め
、
評
価
の

実
績
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
は
、活
用
し

た
い
評
価
方
法
の
１
つ
で
す
。ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
し
て
の
信
頼
性
が
検
証
さ
れ
、文

部
科
学
省
が
英
語
学
習
の
指
標
と
し
て

示
し
た
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
と
の
対
照
表
が
出
さ
れ

て
い
る
試
験
で
あ
れ
ば
、国
際
基
準
で
の

英
語
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。教
科

書
の
素
材
か
ら
出
題
す
る
定
期
考
査
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
は
、日
頃
の
指
導

の
評
価
や
、特
定
期
間
の
成
長
の
測
定
に

適
し
て
い
ま
す
。一
方
、英
語
の
資
格
・
検

定
試
験
は
、英
語
力
の
長
期
的
な
伸
び
を

測
り
、指
導
の
効
果
検
証
や
生
徒
の
成
長

実
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。

　
私
が
所
属
す
る
生
命
科
学
部
で
は
、
３

年
生
で
研
究
室
に
所
属
し
、
先
行
研
究
と

し
て
大
量
の
英
語
論
文
を
読
み
、
研
究
成

果
を
ま
と
め
る
論
文
を
書
き
ま
す
。
ア
ジ

ア
か
ら
の
留
学
生
も
多
く
、
研
究
室
は
小

さ
な
国
際
社
会
で
す
。
ま
た
、
海
外
の
研

究
者
と
の
共
同
研
究
に
、
学
部
生
が
参
加

す
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研

究
活
動
に
向
け
て
、
１
年
次
か
ら
、
英
語

の
科
目
で
パ
ラ
グ
ラ
フ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

徹
底
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
英
語
が
使

え
る
と
、
学
生
の
将
来
の
可
能
性
は
確
実

に
広
が
り
ま
す
。
そ
う
し
た
、
大
学
で
の

英
語
の
学
び
の
状
況
を
高
校
生
に
伝
え
て

い
く
こ
と
で
、
英
語
に
対
す
る
学
習
意
欲

の
向
上
に
結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◎日本語で話した自分の考えや昨日の出来事などを、知っている英語で話し
たり書いたりする。教師は、机間指導を通じて、生徒が用いた表現の中か
らよいものをピックアップし、ほかの生徒に共有する。

◎「友人とけんかをした」「SNSのアカウントが漏れた」など、相談室に寄
せられた悩みに答えるという設定で、最初は口頭で英語で答え、その内容
を英文のメールに書く。

◎教科書の素材文をテーマに個々が英語でスピーチをし、定期考査ではその
内容を書く問題を出す。「話す」「書く」を授業と連動して評価する。

◎まず、口頭で与えられたテーマに関する自分の意見を英語で述べる。次に、
同じ活動をした後、ワンパラグラフエッセーを書く。そして、エッセーのセン
テンスを増やすといった具合に、活動をレベルアップさせていく。

◎コロナ禍における課題について、英字新聞の記事や英語のニュース動画を
見て、自分たちに何ができるのかを考える。グループ内で資料を分担し、
各自が資料から理解したことを英語で報告し合い、英語の意見文を書く。

◎「高校生が使うSNSの是非」などのトピックを出し、１回25分間の活動
を３回行う。１回目は、グループで英語でディスカッションをして、自分
の考えを持てるようにする。２回目は、それをトピックセンテンス、サポー
トセンテンスの英文で書く。３回目は、２回目に書いた英文を生徒同士で
相互評価する。

◎自分が関心のあるテーマで調べ学習をし、それらを英文のレポートやポス
ターにまとめ、口頭でも英語で発表する。与えられた題材ではなく、自律
的に情報を得る態度を育成する活動にもなる。

※山下准教授の取材を基に編集部で作成。　

４技能統合型の活動例図

目
的
に
応
じ
た
評
価
方
法
で
、

生
徒
に
成
長
実
感
を
持
た
せ
る

Ｃ
Ａ
Ｎ
─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
は
、生
徒
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
評
価
規
準
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校
の
課
題
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

　「
特
に
課
題
が
顕
著
だ
っ
た
の
は
、
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
生
徒
は
間
違
え
る
こ

と
を
恐
れ
て
、
積
極
的
に
発
言
で
き
て
い

な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
過
去

の
授
業
は
、
教
科
書
の
内
容
理
解
が
中
心

で
、
本
文
の
内
容
の
正
誤
に
つ
い
て
考
え

る
活
動
が
多
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ペ
ア
で
行
う
活
動
も
、
定
型
文
の
反

復
練
習
が
多
く
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。英
語
の
授
業
で
も
、

予
測
不
能
な
社
会
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力

な
ど
を
育
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
授
業

改
善
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
18
年
度
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
教

育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
の
指
定
を
受

け
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ・Ⅱ・

Ｏ
リ
ス
ト
の
作
成
だ
。
新
学
習
指
導
要
領

を
踏
ま
え
、
卒
業
ま
で
に
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
英
語
力
を
４
技
能
５
領
域
ご
と
に
設

定
。
そ
れ
か
ら
逆
算
し
て
、
各
学
年
で
の

到
達
目
標
を
作
成
し
て
い
っ
た
。そ
し
て
、

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
調
査
官
や
北
海

道
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
か
ら
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
│

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

を
完
成
さ
せ
た
（
図
１
）。

　
そ
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
│

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
反
映
さ

せ
る
形
で
、各
学
年
の
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
。

シ
ラ
バ
ス
に
は
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
│

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

で
示
し
た
各
領
域
の
能
力
を
育
成
で
き
る

よ
う
、
単
元
ご
と
に
育
成
し
た
い
力
を
設

定
。
評
価
規
準
や
方
法
も
定
め
、
統
一
の

取
り
組
み
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
18
年
度
か
ら
年
次
進
行
で
、
各

　
２
０
２
３
年
度
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
北
海
道
稚
内
高
校
は
、
稚
内
市

唯
一
の
公
立
高
校
で
、
地
域
の
生
徒
を
幅

広
く
受
け
入
れ
て
い
る
。
英
語
教
育
に
お

い
て
は
、
入
学
生
の
英
語
力
の
多
層
化
が

課
題
で
あ
り
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験

の
結
果
を
見
る
と
、
１
年
生
の
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
」
の
ス
コ
ア
は
、
１
０
０
点
台
後
半
～

８
０
０
点
台
後
半
と
幅
広
い
。

　
加
え
て
、
ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
、
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
力
に
課
題
が
見
ら
れ
た
。

進
路
指
導
部
長
の
山
本
龍り

ょ
う

先
生
は
、
自

Ⅲ
」
に
お
い
て
、
生
徒
同
士
の
言
語
活
動

を
通
し
て
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

を
育
成
す
る
指
導
や
評
価
の
改
善
に
つ
い

て
の
研
究
を
始
め
た
。

　「
授
業
は
教
師
個
々
の
裁
量
に
任
さ
れ

て
お
り
、
英
語
科
と
し
て
統
一
し
た
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
当
時
の
研
究
主
任
を
中
心
に
、
３
年

間
を
見
通
し
た
指
導
や
評
価
の
確
立
と
、

授
業
で
の
言
語
活
動
の
充
実
を
目
指
し
ま

し
た
」（
山
本
先
生
）

　
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
│

Ｄ

北
海
道
稚わ

っ
か

内な
い

高
校

３
年
間
を
見
通
し
て
作
成
し
た
C
A
N
─

D
O
リ
ス
ト
と
、

思
考
力
を
鍛
え
る
問
い
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
力
を
伸
ば
す

北
海
道
稚
内
高
校
は
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
力
を
伸
ば
す
た
め
、
指
導
と
評
価
の
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。

３
年
間
を
通
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
英
語
力
を
明
確
に
し
、
英
語
科
と
し
て
統
一
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、
シ
ラ
バ
ス
や
教
材
を
作
成
。

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を
通
し
て
、
生
徒
が
間
違
い
を
恐
れ
ず
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
言
語
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

実践事例 1生
徒
が
意
欲
的
に
英
語
を

話
せ
る
授
業
づ
く
り
が
課
題

取
り
組
み
の
背
景

３
年
間
を
見
通
し
た
C
A
N
─

D
O
リ
ス
ト
や
シ
ラ
バ
ス
を
作
成

Ｃ
Ａ
Ｎ
│

D
O
リ
ス
ト
の
作
成
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具
体
的
な
指
導
上
の
工
夫
を
見
て
い

く
。
同
校
が
最
も
注
力
し
て
い
る
の
が
、

生
徒
の
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど

を
鍛
え
、
自
ら
発
信
し
た
く
な
る
よ
う
な

言
語
活
動
の
設
定
だ
。
山
本
先
生
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
間
違
い
を
恐
れ
て
発
言
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い

に
す
れ
ば
、
生
徒
は
思
っ
た
こ
と
を
自
由

に
発
言
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
」

　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
」
で
、
そ
う
し
た
問
い
を
盛
り
込
ん
だ

各
学
年
共
通
の
仕
様
の
プ
リ
ン
ト
を
作
成

し
、　
授
業
で
活
用
し
た
。
例
え
ば
、
１

年
次
の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」

で
は
、
自
転
車
通
勤
の
長
所
と
短
所
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
、
自
分
な
ら
自
転
車
通
勤
を

し
た
い
か
ど
う
か
、
理
由
と
と
も
に
述
べ

る
と
い
う
課
題
を
出
し
た（
Ｐ
．９
図
２
）。

　「
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
捉
え
て
ほ
し
い

と
思
い
、
長
所
・
短
所
、
賛
成
・
反
対
な

ど
、
様
々
な
視
点
・
立
場
で
自
分
の
考
え

を
述
べ
る
よ
う
な
課
題
に
し
て
い
ま
す
。

主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
余
地
の
あ
る
問
い

を
用
意
す
る
こ
と
で
、
単
語
や
文
法
が
多

少
間
違
っ
て
い
て
も
、
生
徒
は
互
い
の
発

言
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
に
発
言
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
山
本
先
生
）

　
自
分
の
考
え
を
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
す
る
課

題
も
出
し
た
。
例
え
ば
、
パ
ン
ダ
の
生

態
を
テ
ー
マ
と
す
る
単
元
で
は
、
野
生
動

物
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
、
50
〜
70
語
程
度
で
自
分
の
考
え
を
表

学
年
共
通
で
使
用
す
る
教
材
の
開
発
を
進

め
て
い
っ
た
。

　「
Ｃ
Ａ
Ｎ
│

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
や
シ
ラ
バ
ス
、

教
材
は
、
毎
年
、
英
語
科
内
で
見
直
し
て

い
ま
す
。
入
学
し
て
く
る
生
徒
が
抱
え
る

課
題
は
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
変
わ
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
教
材
に
は
旬
な
ト
ピ
ッ
ク

も
加
え
る
な
ど
、
生
徒
が
興
味
を
持
て
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

北海道稚内高校普通科  CAN-D0 リスト（抜粋）図１

教
務
部
・
英
語
科
主
任

中
村
和
徳　

な
か
む
ら
・
か
ず
の
り

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

１
学
年
担
任

川
田 

亮　

か
わ
た
・
り
ょ
う

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
進
路
指
導
部
。
英
語
科
。

進
路
指
導
部
長

山
本 

龍
　

や
ま
も
と
・
り
ょ
う

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
英
語
科
。

１年次終了時

知識・理解・
態度

• 間違いを恐れず、積極的にコミュニケーションを図ろう
とすることができる。

• 教科書等の内容に触れ、自国や異文化への関心を高め
ることができる。

•リズムやイントネーションなど、英語の音声的な特徴に
注意して聞いたり話したりすることができる。

• 中学校卒業レベルの語彙を活用することができ、高校
入門レベルの語彙を理解することができる。

• 基礎的な英文法を理解し、活用することができる。

Reading

テキストレベルの文章において ;
• キーワード等に着目し、文章の展開や概要・要点をお

おまかに把握することができる。
• 書き手の意見や話の詳細等に関する単純な質問に答え

ることができる。
• 必要な情報について、話の内容を推測しながら読み取

ることができる。
【目標 WPM：70 ～ 90】

Listening

• 中学校卒業レベルの基本的な語句を聞き取り、話の展
開や概要・要点をおおまかに把握することができる。

• 話し手の意見や話の詳細等に関する単純な質問に答え
ることができる。

• 必要な情報について、話の内容を推測しながら聞き取
ることができる。

Writing

• 身近な話題について、自身の考えや気持ちを述べる文
章を書くことができる。

• 社会的な話題について、自身の考えや気持ちを述べる
文章を書くことができる。

• 導入、展開、まとめの構成を意識して文章を書くこと
ができる。

【語数の目安：50 語～ 70 語】

Speaking
Interaction

• 身近な話題について簡単な質問に答えたり、自身の考
えや気持ちについて話し合ったりすることができる。

• 社会的な話題について簡単な質問に答えたり、自身の
考えや気持ちについて話し合ったりすることができる。

Speaking
Presentation

• 身近な話題について自身の考えや気持ちを発表するこ
とができる。

• 社会的な話題について自身の考えや気持ちを発表する
ことができる。

【発表時間の目安：1 ～ 2 分】

外部試験他
【英検：3 級～準 2 級】
【GTEC：350 ～ 420】
【CEFR：A1 ～ A2】

※学校資料を基に編集部で作成。　

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を

設
定
し
、生
徒
の
発
話
を
促
す

言
語
活
動
の
充
実

設
立

　 

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

形
態

　
全
日
制
、
定
時
制
／
普
通
科
、
商
業
科
、
衛
生
看

護
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立
大

は
、
小
樽
商
科
大
、
北
海
道
大
、
高
知
大
、
釧
路
公
立
大
、

札
幌
市
立
大
な
ど
に
17
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
北
星
学

園
大
、
北
海
学
園
大
、
青
山
学
院
大
、
関
西
外
国
語
大
な

ど
に
延
べ
85
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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現
す
る
英
文
を
作
成
さ
せ
た
。

　
そ
う
し
た
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
を
鍛
え
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
は
、
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
活
動
に

適
し
た
単
元
に
絞
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

そ
う
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
山
本
先

生
が
青
森
県
立
田た

名な

部ぶ

高
校
の
実
践
事
例

を
教
育
雑
誌
な
ど
で
知
っ
た
の
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
　
　

　「
そ
れ
ま
で
各
単
元
で
４
技
能
５
領
域

を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、田
名
部
高
校
で
は
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
力
を
鍛
え
る
活
動
を
精
選

し
て
い
る
と
知
り
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
ま

し
た
」（
山
本
先
生
）

　
田
名
部
高
校
の
実
践
を
参
考
に
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
活
動
を
丁
寧
に
行
う
単
元
と
、

イ
ン
プ
ッ
ト
を
強
化
す
る
単
元
に
分
け
て

授
業
計
画
を
作
成
し
直
し
た
。
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
活
動
に
適
し
た
単
元
で
は
、
教
科

書
の
内
容
を
発
展
さ
せ
た
テ
ー
マ
で
、
生

徒
が
主
体
的
に
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
課

題
、
ま
た
は
10
分
間
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
取

り
組
ま
せ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
も

実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
、
イ
ン
プ
ッ
ト
活
動
に
適
し
た
単

元
で
は
、
教
科
書
の
内
容
理
解
や
文
法
解

説
の
後
、
教
科
書
本
文
の
英
文
を
聞
き
、

そ
れ
を
書
く
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
。

　「
本
校
は
学
力
が
多
層
化
し
て
い
る
た

め
、
デ
ィ
ク
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ
ン

プ
ッ
ト
用
教
材
は
、
ハ
ー
ド
、
ノ
ー
マ
ル

と
、
２
つ
の
レ
ベ
ル
を
用
意
し
、
習
熟
度

に
合
わ
せ
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

　　
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
対
応
す
る
べ

く
、
授
業
プ
リ
ン
ト
の
内
容
も
改
善
し
て

い
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
山
本
先
生
は
、

教
科
書
の
各
段
落
に
ふ
さ
わ
し
い
見
出
し

を
選
ば
せ
る
問
題
を
授
業
プ
リ
ン
ト
で
出

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
複
数
の
資
料
を
読
み
、
必
要
な

情
報
を
整
理
・
統
合
し
て
答
え
る
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
公
務
員
試
験
の
判
断

推
理
の
よ
う
な
問
題
を
英
文
に
し
た
問
題

を
、
１
年
次
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
１
学

年
担
任
の
川か

わ

田た

亮
先
生
は
次
の
よ
う
に
話

す
。

　「
生
徒
に
、
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
気
に
な
る
記
事
を
日
本
語
・
英
語
問

わ
ず
集
め
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
題
材
に

し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
１
つ
の
意
見
を
英
文

に
し
て
ま
と
め
る
活
動
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
各
学
年
で
活
動
を
工
夫
す
る
と
と

も
に
、
系
統
立
て
た
取
り
組
み
と
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
英
語
科
内

で
議
論
し
て
い
ま
す
」

　
C
A
N
│

D
O
リ
ス
ト
の
作
成
を
機

に
、
評
価
方
法
も
見
直
し
た
。
そ
れ
ま
で

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
」

は
、
定
期
考
査
７
割
・
平
常
点
３
割
の
比

率
と
し
て
評
定
を
つ
け
て
い
た
。
そ
れ
を

改
め
、定
期
考
査
や
日
々
の
見
取
り
で
は
、

「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」、「
外
国
語
表
現

の
能
力
」、「
外
国
語
理
解
の
能
力
」、「
知

識
・
理
解
」
の
４
観
点
を
評
価
す
る
こ
と

に
し
た
。

　「
授
業
で
行
っ
て
い
る
言
語
活
動
を
き

ち
ん
と
評
価
の
対
象
に
組
み
入
れ
、
指
導

と
評
価
の
一
体
化
を
図
れ
ば
、
生
徒
は
評

価
に
納
得
感
を
持
ち
、
活
動
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
」（
山
本
先
生
）

　
例
え
ば
、
定
期
考
査
で
は
、
教
科
書
本

１年次「コミュニケーション英語Ⅰ」の授業プリント図２

※学校資料を抜粋して掲載。

生
徒
に
達
成
感
を
持
た
せ
、

自
信
を
高
め
る
評
価
を
目
指
す

学
習
評
価
の
工
夫

複
数
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を

読
み
取
り
、整
理
す
る
力
を
鍛
え
る

情
報
処
理
的
視
点
か
ら
の
読
解
力
の
育
成
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文
の
内
容
か
ら
の
出
題
は
「
知
識
・
理
解
」

を
、
初
見
の
英
文
を
見
て
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

す
る
問
題
は
「
外
国
語
表
現
の
能
力
」
を

評
価
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
18
年
度
か
ら
、
生
徒
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
力
の
伸
び
に
加
え
、
思
考
力
や
表

現
力
を
測
る
た
め
、
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
問
い
を
踏
ま
え
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

を
年
３
〜
４
回
実
施
。
い
ず
れ
の
テ
ス
ト

も
、
事
前
に
生
徒
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
提

示
し
て
い
る
（
図
３
）。

　「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
50
語
以
上
書

く
と
５
点
加
点
と
す
る
な
ど
、
評
価
基
準

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
に

と
っ
て
も
目
指
す
目
標
が
分
か
り
や
す
く

な
っ
た
こ
と
で
、
意
欲
的
に
書
い
て
く
れ

る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
」（
川
田
先
生
）

　　
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
力

は
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
を
実
施
し
、

客
観
的
な
指
標
で
も
評
価
し
て
い
る
。
英

語
科
主
任
の
中
村
和か

ず

徳の
り

先
生
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

　「
毎
年
７
月
に
、全
学
年
で『
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
』

を
受
検
し
て
い
ま
す
。
ス
コ
ア
で
評
価
さ

れ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
英
語
力
の
伸
び
を

実
感
で
き
、
目
標
も
立
て
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
」

　
21
年
度
の
２
年
生
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

ス
コ
ア
は
、
前
年
度
の
２
年
生
の
ス
コ
ア

よ
り
も
、
20
点
以
上
上
昇
し
た
。
１
年
生

の
授
業
で
、ラ
ピ
ッ
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ（
図

４
）を
取
り
入
れ
た
成
果
が
出
て
い
る
と
、

山
本
先
生
は
分
析
す
る
。

　「
１
年
生
の
授
業
で
は
、『
自
分
の
好
き

な
映
画
や
音
楽
と
そ
の
理
由
』
な
ど
、
あ

る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
５
分
間
で
で
き

る
だ
け
多
く
の
英
文
を
書
く
活
動
を
、
各

単
元
で
１
回
ず
つ
行
い
ま
し
た
。
単
語

や
文
法
の
間
違
い
を
恐
れ
ず
に
、
自
分
の

考
え
を
素
早
く
書
く
力
を
鍛
え
た
い
と
考

え
、
試
験
的
に
取
り
入
れ
た
の
で
す
が
、

期
待
以
上
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。『
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
』
の
結
果
か
ら
、
授

業
改
善
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
で
き
ま
し
た
」

　
指
導
と
評
価
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
生
徒
の
英
語
力
は
着
実
に
伸
び
て
い

る
が
、
課
題
も
あ
る
。
１
つ
は
、
4
観

点
か
ら
3
観
点
に
変
わ
る
観
点
別
学
習

状
況
の
評
価
の
実
施
だ
。
現
在
、
英
語
科

内
で
検
討
し
て
い
る
。

　
小
中
高
連
携
も
課
題
の
1
つ
だ
。
現

在
、
市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
が

連
携
し
、
12
年
間
を
見
通
し
た
C
A
N

│

D
O
リ
ス
ト
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

互
い
の
授
業
見
学
も
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
連
携
を
深
め
て
い
く
予
定
だ
。

　「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に

よ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
に
慣
れ

親
し
ん
だ
生
徒
が
、
次
年
度
か
ら
高
校
に

入
学
し
て
き
ま
す
。
英
語
科
で
も
小
・
中

学
校
と
連
携
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」（
川
田
先
生
）

　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
も
課
題
だ
。

授
業
の
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
だ
け

で
な
く
、
今
後
は
授
業
づ
く
り
に
も
か
か

わ
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
実
践
的
で
、
生
徒

が
主
体
的
に
英
語
を
使
い
た
く
な
る
言
語

活
動
に
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
　
　

　「
看
護
科
の『
英
語
会
話
』の
授
業
で
は
、

欧
米
の
若
者
が
よ
く
使
う
フ
レ
ー
ズ
な

ど
、
生
徒
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
ト
ピ
ッ

ク
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
織
り
交
ぜ
た
授
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英
語
』
で
も
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
連
携
し
、
よ
り

実
践
的
な
英
語
力
が
身
に
つ
く
授
業
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」（
中
村
先
生
）

1年次のパフォーマンステストで使用するルーブリック図３

1年次のラピッドライティングの教材図４

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料を抜粋して掲載。

資
格
・
検
定
試
験
の
結
果
で

授
業
改
善
の
成
果
を
測
る

今
後
の
改
善
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

様
々
な
連
携

成
果
と
展
望

10  高校版  臨時増刊号  2021

生徒が成長を実感できる 英語の指導と評価・実践特集

0-01-J-22684-001 2021 年度 VIEW next 高校版 臨時増刊号 9 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

10/08
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-22684-001 2021 年度 VIEW next 高校版 臨時増刊号 10 頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校

10/08
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P07-10_view-next-koukou-rinjizoukan.indd   10 2021/10/08   11:11



界
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
、
自
国
の
よ

さ
や
課
題
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
英

語
を
使
っ
て
『
な
り
た
い
自
分
』
を
描
き
、

夢
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
、
大
き
く
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
生
徒
の
将
来
を
見
据
え

て
そ
の
成
長
を
支
え
る
中
で
、
結
果
的
に

難
関
大
学
の
入
試
に
も
対
応
で
き
る
英
語

力
が
育
ま
れ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　
英
語
科
で
は
、
６
年
間
を
見
通
し
た
シ

ラ
バ
ス
や
学
年
共
通
の
教
材
を
作
成
し
、

各
学
年
で
組
織
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
１
年
次

の
英
語
力
や
英
語
に
対
す
る
意
識
の
個
人

差
が
大
き
い
こ
と
が
あ
る
。

　
同
校
で
は
、
１
つ
の
学
年
に
、
併
設
中

学
校
か
ら
内
部
進
学
を
す
る
生
徒
（
以

下
、
内
進
生
）
の
ク
ラ
ス
が
３
ク
ラ
ス
、

る
と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

ど
の
層
を
中
心
に
授
業
を
行
え
ば
よ
い

か
、
そ
の
判
断
が
難
し
く
、
学
年
に
よ
っ

て
指
導
を
柔
軟
に
変
え
る
必
要
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
学
年
内
で
指
導
の
方
針

や
内
容
の
目
線
合
わ
せ
を
し
っ
か
り
行

い
、
指
導
を
進
め
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て

き
た
の
で
す
」（
堀
校
長
）

　
教
師
間
で
指
導
の
方
針
や
内
容
を
共
有

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
が
シ
ラ
バ
ス
だ
。
毎

年
、
英
語
科
で
指
導
の
実
績
や
課
題
を
基

に
意
見
交
換
を
し
て
改
訂
し
、
生
徒
に
も

配
布
し
て
い
る
。
シ
ラ
バ
ス
に
は
、
年
間

　
地
域
の
進
学
校
で
あ
る
石
川
県
立
金
沢

錦
丘
高
校
は
、
２
０
０
４
年
度
に
県
立
中

学
校
を
併
設
し
、
県
内
で
唯
一
の
公
立
の

併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
と
な
っ
た
。
同

年
、
文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
校
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
英
語
科
で
は
、
英

語
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る

た
め
、
６
年
間
で
の
系
統
立
て
た
指
導
を

行
っ
て
き
た
。
堀
義
明
校
長
は
、
指
導
方

針
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
が
目
指
す
英
語
教
育
は
、
生
徒

が
『
な
り
た
い
自
分
』
に
な
る
た
め
の
学

び
で
す
。
生
徒
は
、
英
語
を
学
ぶ
中
で
世

高
校
か
ら
入
学
す
る
生
徒
（
以
下
、
外
進

生
）
の
ク
ラ
ス
が
５
ク
ラ
ス
あ
る
。
併
設

中
学
校
の
英
語
の
授
業
で
は
言
語
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、内
進
生
は
、

英
語
を
書
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と

へ
の
意
欲
が
高
い
。
た
だ
、
英
語
の
正
確

性
に
は
課
題
が
見
ら
れ
、
加
え
て
、
英
語

へ
の
関
心
の
度
合
い
に
応
じ
て
英
語
力
が

二
極
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
、
外

進
生
は
、
単
語
や
文
法
の
知
識
は
一
定
の

レ
ベ
ル
を
備
え
て
い
る
が
、
英
語
運
用
の

技
能
や
意
欲
に
つ
い
て
は
個
人
差
が
大
き

か
っ
た
。
ま
た
、
学
年
に
よ
っ
て
も
そ
の

幅
や
レ
ベ
ル
は
異
な
っ
て
い
た
。

　「
生
徒
の
英
語
力
を
分
析
す
る
と
、
内

進
生
は
習
熟
速
度
が
速
い
層
と
遅
い
層
に

分
か
れ
、
外
進
生
の
多
く
は
中
間
層
に
い

石
川
県
立
金
沢
錦に

し
き
が
お
か丘

高
校

組
織
的
な
指
導
で
英
語
力
の
多
層
化
に
対
応
し
、

４
技
能
統
合
型
の
活
動
の
充
実
も
図
る

併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
の
石
川
県
立
金
沢
錦
丘
高
校
は
、
併
設
の
中
学
校
か
ら
入
学
す
る
生
徒
と
、
高
校
か
ら
入
学
す
る
生
徒
が
混
在
す
る
た
め
、

英
語
力
や
学
習
意
欲
が
多
層
化
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
年
ご
と
に
生
徒
の
実
態
や
課
題
を
教
師
間
で
共
有
し
、
組
織
的
な
指
導
体
制
を
構
築
。

４
技
能
統
合
型
の
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
も
実
施
す
る
な
ど
、
生
徒
が
英
語
を
使
う
場
を
数
多
く
設
け
て
い
る
。

実践事例 2生
徒
の
状
態
に
合
わ
せ
て
学
年
ご
と
に

指
導
を
柔
軟
に
変
え
る
体
制
に

組
織
的
な
指
導
体
制

１
年
間
の
学
習
の
見
通
し
を

持
た
せ
、
目
標
意
識
を
高
め
る
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意
識
を
高
め
る
こ
と
に
活
用
し
て
い
る
。

　「『
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、こ

の
活
動
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
』
な
ど

と
、教
師
間
で
指
導
に
つ
い
て
具
体
的
に

話
し
合
い
、
共
通
理
解
を
図
っ
て
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
」（
宮
下
先
生
）

　
生
徒
の
実
態
や
課
題
を
共
有
し
、
指
導

内
容
を
す
り
合
わ
せ
る
た
め
に
、
学
年
ご

と
の
教
科
会
を
週
１
回
行
う
ほ
か
、
教
師

間
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

大
切
に
し
て
い
る
。
英
語
科
で
２
学
年
副

主
任
の
鈴
木
武
秀
先
生
は
、
職
員
室
で
の

日
々
の
会
話
が
、
指
導
改
善
に
つ
な
が
る

こ
と
も
多
い
と
話
す
。

　「
２
年
生
は
、
模
擬
試
験
や
英
語
の
資

格
・
検
定
試
験
の
結
果
か
ら
、
リ
ス
ニ

ン
グ
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
担
当
教
師
が
話
し
合
っ
て
シ
ャ
ド
ー

イ
ン
グ
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
対
策
を
講

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
単
元
の
授
業
を

先
に
終
え
た
教
師
か
ら
、
生
徒
の
様
子
を

聞
き
、
自
身
の
授
業
で
指
導
を
工
夫
し
た

り
、
定
期
考
査
の
問
題
を
考
査
実
施
の
数

週
間
前
か
ら
検
討
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
指
導
と
評
価
の
両
面
で
、
常
に
教
師

間
で
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
授
業
の

質
の
標
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　
授
業
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、
英
語
４

技
能
に
よ
る
言
語
活
動
の
充
実
だ
。

　「
相
手
の
発
言
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考

え
を
論
理
的
に
話
し
た
り
、
多
様
な
デ
ジ

タ
ル
機
器
を
活
用
し
て
思
い
や
意
見
を
発

信
し
た
り
と
、
広
い
意
味
で
の
英
語
力
の

育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
個
々
の
英

語
力
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
到
達
目

標
は
、
２
年
次
は
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ａ
２
〜
Ｂ

１
、３
年
次
は
Ｂ
１
以
上
と
し
て
い
ま
す
」

（
鈴
木
先
生
）

　
言
語
活
動
を
重
視
す
る
方
針
が
表
れ
て

い
る
の
が
、
各
学
年
で
週
１
時
間
実
施
す

る
学
校
設
定
科
目
「
Ｌ
Ｃ
探
究
」（
＊
２
）

だ
。
授
業
は
、
英
語
科
教
師
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
行
い
、
英
語

に
よ
る
論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
の
育
成

を
目
指
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

の
単
元
計
画
や
定
期
考
査
の
出
題
範
囲
な

ど
の
ほ
か
に
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
も

掲
載
。
４
技
能
５
領
域
の
到
達
目
標
を
具

体
的
に
示
し
て
い
る
（
図
１
）。

　
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
の
活
用
の
仕
方

は
、
個
々
の
教
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
英
語
科
で
１
学
年
主
任
の
宮
下

香
先
生
は
、
速
読
の
活
動
で
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
の
Ｗ
Ｐ
Ｍ（
＊
１
）を
示
し
て

か
ら
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、生
徒
の
目
標

１
学
年
主
任

宮
下
　
香　

み
や
し
た
・
か
お
り

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
英
語
科
。

２
学
年
副
主
任

鈴
木
武
秀　

す
ず
き
・
た
け
ひ
で

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
英
語
科
。

校
長堀　

義
明　

ほ
り
・
よ
し
あ
き

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７

年
目
。

１年次　４技能５領域の到達目標図１

育てたい
生徒像

英語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度を身につけ、情報や考えなどを的確に理解したり適
切に伝えたりするコミュニケーション能力を有し、生涯にわたって英語を
学び続ける。

到達目標
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとし、情報や考えなど
を的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を身につけている。

Listening

事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概
要や要点を捉えたりすることができる。

１分間 80 ～ 100 語レベルの日常的な話題に関する対話などを聞き、概要
や要点を捉えることができる。

Reading

説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解したり、概要や要点を捉
えたりすることができる。聞き手に伝わるように音読することができる。

使用テキストレベルの英文を 90WPM 程度で読んで、概要や要点を理解
することができる。

Speaking

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や
考えなどについて、話し合ったり意見の交換をしたりすることができる。

<interaction> ①日常的な話題について、自分の意見を、理由を添えてパー
トナーと１分程度やりとりすることができる。②相手の意見に対して、相づ
ちを打ったり、聞き返しをしたりすることができる。

<production> 日常的な話題について、自分の意見を、理由を添えて１分
程度話すことができる。

Writing

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や
考えなどについて、簡潔に書くことができる。

自分の意見やその理由を15 分で 60 語程度の英語で書くことができる。

※学校資料を基に編集部で作成。

＊１　Words Per Minute の略。1分間あたりに読める単語数のこと。　＊２　ＬＣは、Logical Communication の略。１年次は 「ＬＣ探究」、２・３年次は 「ＬＣ発展」として設定。

身
近
な
話
題
か
ら
社
会
問
題
ま
で

現
実
の
題
材
で
言
語
活
動
を
行
う

言
語
活
動
の
充
実

設
立

　 

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立
大

は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
お
茶
の
水
女
子
大
、
東
京
大
、

富
山
大
、
金
沢
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神

戸
大
な
ど
に
１
４
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院

大
、
上
智
大
、
法
政
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命

館
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
７
９
０
人
が
合
格
。

学
校
概
要
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ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
４
技
能
統
合
型

の
活
動
を
主
体
に
展
開
し
て
い
る
。

　「
本
科
目
で
は
、
生
徒
が
生
活
や
仕
事

で
活
用
で
き
る
英
語
力
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
英
語
を
実
際
に
使

う
場
面
を
想
定
し
、題
材
は
、生
徒
に
と
っ

て
身
近
な
話
題
か
ら
社
会
問
題
ま
で
、
幅

広
く
扱
っ
て
い
ま
す
」（
宮
下
先
生
）

　
例
え
ば
、「
旅
行
」
の
単
元
で
は
、
毎

時
間
、
ミ
ニ
チ
ャ
ッ
ト
か
ら
始
め
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
旅
行
に
関
す
る
記
事
や
動

画
を
見
た
後
、
正
誤
問
題
な
ど
に
取
り
組

み
、
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、
題
材
に
関

連
し
た
テ
ー
マ
で
英
作
文
を
書
く
（
図

２
）。
そ
う
し
た
活
動
を
毎
時
間
積
み
重

ね
、単
元
の
最
後
の
授
業
に
、旅
行
に
行
っ

た
つ
も
り
で
自
分
の
体
験
を
ス
ピ
ー
チ
す

る
と
い
っ
た
展
開
に
し
て
い
る
。

　「
英
語
表
現
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
」
の
授
業
で
も
、
各
技
能
を
育
成

す
る
言
語
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　「
聞
き
取
っ
た
英
文
を
踏
ま
え
た
意
見

を
ペ
ア
で
英
語
で
伝
え
合
う
な
ど
、『
聞

く
、
読
む
、
話
す
、
書
く
』
の
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
リ

ス
ニ
ン
グ
が
苦
手
で
も
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
て
題
材
へ
の
理
解
が
深
ま
る
な

ど
、
各
技
能
が
補
い
合
う
形
で
英
語
力
が

高
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

１
時
間
の
中
で
様
々
な
活
動
を
行
う
と
、

授
業
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
、
生
徒
の
集
中

力
が
持
続
し
や
す
い
こ
と
も
利
点
で
す
」

（
鈴
木
先
生
）

　
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
生
徒
同

士
の
対
面
で
の
活
動
が
行
い
に
く
い
た

め
、
１
人
１
台
配
布
さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に「G

oogle 
Jam

board

」（
＊
３
）
の
作
業
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
そ
こ
に
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
意
見
を
入
力
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見

を
共
有
。そ
う
し
て
考
え
を
深
め
た
上
で
、

生
徒
個
々
が
英
文
を
作
成
し
、
そ
れ
を

「G
oogle Classroom

」（
＊
４
）
で
提
出

さ
せ
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
た
。

　「
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
っ
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
意
見
交
換
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
生

徒
に
と
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
向

上
に
つ
な
が
り
、
教
師
に
と
っ
て
は
、
場

所
を
選
ば
ず
に
添
削
が
行
え
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」（
鈴
木
先
生
）

　
２・
３
年
次
の
「
英
語
表
現
」
は
、
定

期
考
査
の
結
果
を
基
に
ク
ラ
ス
を
２
分
割

し
、
生
徒
の
英
語
力
に
応
じ
た
少
人
数
授

業
を
行
っ
て
い
る
。
教
師
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
授
業
を
工
夫
し
て
い
る
。
宮
下
先
生

は
、
難
易
度
の
異
な
る
複
数
の
課
題
を
提

示
し
、
生
徒
が
自
分
の
英
語
力
に
合
っ
た

課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
授
業
で
各
自
が
し
っ
か
り
力
を
伸
ば

せ
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
複
数
の

課
題
を
提
示
す
る
こ
と
で
、『
も
っ
と
難

し
い
課
題
に
取
り
組
み
た
い
』
と
い
っ
た

学
習
意
欲
を
引
き
出
す
ね
ら
い
も
あ
り
ま

す
」（
宮
下
先
生
）

　
鈴
木
先
生
は
、
生
徒
の
ペ
ア
の
作
り
方

に
配
慮
し
て
い
る
と
語
る
。

　「
英
語
力
が
多
層
化
し
て
い
る
の
で
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
が
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
工
夫
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

英
語
力
の
差
が
小
さ
い
生
徒
同
士
を
組
ま

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。生
徒
か
ら
は
、

１年次「ＬＣ探究」の指導案（抜粋）図２

＊３　電子ホワイトボードの機能を持つクラウドのアプリケーション。　＊４　教師が出す課題の管理をサポートするツールで、課題の配信と採点、フィードバックの提供など
の機能がある。

OBJECTIVES : To get the students to compare and choose a B&B they would 
like to stay at in New York.
MATERIALS : PC, Worksheet

PROCEDURE TIME
(MIN.)

ACTIVITIES
NOTES

JTE & ALT STUDENTS

Activity 1
Mini Chat 5

Get the students to 
use the mini chat sheet 
with their new “paper 
partner”.
The Topic: “If you went 
on vacation, would you 
stay in the city or the 
countryside?”

Students speak 
to their paper 
partners and 
answer the 
topic question.

Mini Chat
Sheet, 
Paper 
partner

Activity 2
Sawanoya & 
Through the 
Grapevine

10

Get students to watch 2 
videos. One of Sawanoya 
from last week, one of 
an American B&B. 
Go over the T/F answers.

Watch the 
videos and 
answer the T/F 
questions.

Worksheet

Activity 3
Show Pictures,
Reading

15

The ALT shows pictures 
of each B&B.
Instruct the students to 
skim 4 travel writings, 
then read 1 more closely.

Students read 
the travel 
writing. Then 
they choose 
one B&B they 
like most and in 
more detail.

Dictionary,
Worksheet, 
B&B Listings 
Worksheet

Activity 4
Writing 15

Students write about the 
following topic:
Imagine you are going to 
America. Which bed and 
breakfast do you stay at 
and why? What do you 
do there?

Dictionary is 
allowed.

Dictionary, 
Worksheet

上図は、１時間分の指導案。　　　　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
、

４
技
能
統
合
型
の
活
動
を
展
開

習
熟
度
別
の
少
人
数
授
業
を
実
施

課
題
提
示
や
ペ
ア
活
動
も
工
夫

英
語
力
の
多
層
化
へ
の
対
応
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『
友
人
か
ら
教
え
ら
れ
て
理
解
が
進
ん
だ
』

『
自
信
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
頑
張
っ
て

教
え
た
』
と
い
っ
た
前
向
き
な
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
」

　
学
習
評
価
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
（
図
３
）。
生
徒

に
は
、
テ
ス
ト
前
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
提

示
し
、
目
標
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
こ
と
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
を

促
し
て
い
る
。

　
学
期
に
１
回
実
施
す
る
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
テ
ス
ト
は
、
以
前
は
、
情
報
室
の
パ

ソ
コ
ン
で
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
録
音

し
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
の
共
有
が
で
き
な
い
た

め
、
現
在
は
、
生
徒
が
各
自
所
有
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
録
音
さ
せ
、
そ
の
音
声

フ
ァ
イ
ル
を
「G

oogle Classroom

」
を

用
い
て
提
出
さ
せ
て
い
る
。

　「
提
出
し
た
音
声
フ
ァ
イ
ル
は
、
自
身

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、

生
徒
は
過
去
の
音
声
を
聞
く
こ
と
で
、
成

長
を
実
感
で
き
ま
す
」（
鈴
木
先
生
）

　
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、「
英
語

表
現
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
」「
Ｌ

Ｃ
探
究
」
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
英
作

文
の
添
削
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
技
能
の
向
上
は
、

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
リ
ス

ニ
ン
グ
の
技
能
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
課
題
文
の
要

約
や
英
作
文
な
ど
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
課

題
に
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。
書
い
た
英

文
は
形
と
し
て
残
る
の
で
、『
英
文
を
た

く
さ
ん
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
』『
先
生

に
修
正
さ
れ
る
箇
所
が
減
っ
た
』『
先
生

か
ら
よ
い
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
た
』
な
ど

と
、
過
去
の
自
分
と
比
べ
て
、
自
身
の
成

長
を
実
感
さ
せ
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
」

（
鈴
木
先
生
）

　
１・
２
年
次
は
、
７
月
と
12
月
の
年
２

回
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
を
受
検
。
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
教
師
は
、
授
業
の
成
果
や
課

題
を
分
析
し
て
指
導
改
善
を
図
っ
て
い

る
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
継
続
的
な
デ
ー

タ
に
よ
り
各
技
能
の
伸
び
を
実
感
し
、
学

習
意
欲
を
高
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　「
着
目
す
る
の
は
ス
コ
ア
の
高
低
よ
り

も
、
前
回
の
ス
コ
ア
か
ら
の
伸
び
で
す
。

ス
コ
ア
が
伸
び
た
生
徒
は
名
前
を
発
表

し
、
学
習
の
達
成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」（
鈴
木
先
生
）

　
21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
英
語

で
は
、
多
く
の
生
徒
が
、
教
師
の
想
定
を

上
回
る
好
結
果
を
出
し
た
。そ
れ
は
、日
々

の
学
習
の
成
果
で
あ
り
、
特
に
、
英
文
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
・
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
の
実
施
が
功

を
奏
し
た
と
、
同
校
は
捉
え
て
い
る
。

　「
単
元
ご
と
に
コ
ン
テ
ン
ツ
・
シ
ャ
ド
ー

イ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
語
数
の
多
い

英
文
を
何
度
も
聞
き
、
意
味
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
活
動
を
通
じ
て
、
多
少
意
味
が

分
か
ら
な
い
箇
所
が
あ
っ
て
も
、
英
文
の

概
要
を
素
早
く
捉
え
ら
れ
る
力
が
鍛
え
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
結
果
と
し
て
、
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
の
リ
ス
ニ
ン
グ
と
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
問
題
の
双
方
に
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
堀
校
長
）

　
週
１
回
の
帯
学
習
で
行
っ
て
い
る
速
読

も
、
英
語
力
の
育
成
に
効
果
的
だ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

　「
基
本
的
な
読
解
力
を
育
成
す
る
た
め
、

Ｗ
Ｐ
Ｍ
を
意
識
し
な
が
ら
速
読
を
さ
せ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
を
通
じ
て
、
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
出
題
さ
れ
た
よ
う

な
複
数
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
必
要
な
情
報
を

読
み
取
り
、
整
理
・
統
合
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
問
題
へ
の
対
応
力
が
培
わ
れ
て

い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
宮
下
先
生
）

　
今
後
も
、
英
語
４
技
能
を
活
用
す
る
実

践
の
場
を
想
定
し
た
言
語
活
動
を
授
業
で

展
開
し
て
い
く
考
え
だ
。

　「
英
語
の
習
得
に
何
よ
り
大
事
な
の
は
、

『
習
う
よ
り
慣
れ
よ
』
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
が
日
常
的
な

場
面
を
想
定
し
な
が
ら
英
語
を
使
う
機
会

を
授
業
の
中
で
数
多
く
設
け
、
自
身
の
世

界
を
広
げ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
英
語
の
力

を
高
め
て
い
け
る
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
」（
堀
校
長
）

１年次　パフォーマンステスト（例）図３

※学校資料を基に編集部で作成。

❶音読テスト　課題文の音読。
　題材　テクノロジーと生活についての未来予測。

❷リテリング　キーワードを用いながら、課題文の内容を自分
の言葉で再現する。準備時間１分間。解答時間１分間。

　題材　デパートで売られていたライオンの赤ちゃんを購入す
る決意をするまでの説明。

❸英作文　指定のトピックについて、意見・理由・サポートセ
ンテンス・結論を、50 語以上で書く。

　題材　自分が動物だとしたら、動物園の生活と野生の生活、
どちらが好きか。　

達
成
感
を
持
た
せ
、
自
信
を

高
め
る
手
段
と
し
て
も
重
視

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
工
夫

シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
と
速
読
で
、

大
量
の
英
文
を
読
み
取
る
力
を
育
成

情
報
処
理
的
視
点
か
ら
の
読
解
力
の
育
成
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ら
れ
て
い
る
「
英
語
を
通
じ
て
、
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す

る
態
度
を
育
成
す
る
」
授
業
の
実
践
の
た

め
、
教
科
書
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
観
点
別

シ
ラ
バ
ス
」
の
作
成
に
も
着
手
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
の
生
徒
、
保
護
者
か

ら
の
同
校
の
英
語
教
育
に
対
す
る
評
価
は

着
実
に
高
ま
っ
た
と
、
教
育
振
興
課
長
で

２
学
年
担
任
を
務
め
る
木
村
雄
一
先
生
は

語
る
。

　「
本
校
は
、
英
語
科
だ
け
で
な
く
、
数

理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
を
含
む

普
通
科
に
お
い
て
も
、
中
学
生
向
け
の
説

明
会
な
ど
で
充
実
し
た
英
語
教
育
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
英
語
科
、
普

通
科
を
問
わ
ず
、
生
徒
は
『
高
校
で
は
英

語
を
頑
張
ろ
う
』
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

師
と
し
て
、
す
べ
て
の
生
徒
の
英
語
力
を

着
実
に
高
め
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
希
望

進
路
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
そ
う
と
、
気

を
引
き
締
め
て
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　
そ
う
し
た
状
況
に
向
き
合
う
中
で
近

年
、
同
校
の
英
語
指
導
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
が
自
分
の
成
長
を
よ
り
詳
細
に

把
握
で
き
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
重
視
し

て
い
る
と
、
１
学
年
英
語
科
副
担
任
で
、

普
通
科
の
英
語
の
授
業
を
多
く
担
当
す
る

山
本
聡
子
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
す
る
場
合

　
福
岡
県
立
香
住
丘
高
校
で
は
、「
聞
く
・

読
む
・
話
す
・
書
く
」
の
４
技
能
を
統
合

し
、「
知
識・理
解
」「
関
心・意
欲・態
度
」

な
ど
の
４
観
点
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
評
価

す
る
授
業
を
い
ち
早
く
実
践
し
て
き
た
。

１
９
８
５
年
に
県
内
の
公
立
高
校
と
し
て

初
め
て
英
語
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
以
来

（
94
年
に
英
語
科
に
改
組
）、
先
進
的
な
英

語
教
育
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
２
０
０
３
年
度
の
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｈ

ｉ
研
究
指
定
以
来
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス

ト
の
開
発
・
研
究
に
力
を
入
れ
、
13
年
度

か
ら
実
施
の
現
行
学
習
指
導
要
領
で
求
め

入
学
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
、近
年
の
生
徒
は
「
話
す
」「
書

く
」
活
動
に
対
す
る
抵
抗
感
が
少
な
い
と

木
村
先
生
は
説
明
す
る
。
英
語
の
授
業
が

始
ま
る
前
の
休
み
時
間
の
う
ち
か
ら
ペ
ア

や
グ
ル
ー
プ
で
言
語
活
動
を
始
め
る
生
徒

も
多
く
、
英
語
の
授
業
を
心
か
ら
楽
し
ん

で
い
る
生
徒
が
増
え
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
た
だ
、
生
徒
の
多
く
は
英
語
学
習
に
対

し
て
意
欲
的
で
あ
る
が
、
入
学
段
階
で
の

英
語
力
に
つ
い
て
は
、
多
層
化
し
て
い
る

の
が
同
校
の
現
状
だ
。

　「
英
語
が
決
し
て
得
意
と
は
言
え
な
い

生
徒
も
、
周
り
の
生
徒
の
力
を
借
り
な
が

ら
、
意
欲
的
に
言
語
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
の
姿
を
見
る
度

に
、
う
れ
し
く
思
う
半
面
、
英
語
科
の
教

福
岡
県
立
香か

す
み
が
お
か

住
丘
高
校

生
徒
が
成
長
実
感
を
持
て
る

指
導
と
評
価
を
追
求
し
続
け
る

Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
や
シ
ラ
バ
ス
の
開
発
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
福
岡
県
立
香
住
丘
高
校
。

先
駆
的
な
英
語
教
育
で
地
域
の
信
頼
を
得
て
き
た
同
校
は
、
生
徒
の
英
語
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、

生
徒
が
成
長
を
実
感
で
き
る
指
導
と
評
価
を
模
索
し
続
け
て
い
る
。

実践事例 3英
語
力
向
上
に
励
む
生
徒
の
意
欲
を

着
実
に
高
め
て
い
く
た
め
に

生
徒
の
現
状

生
徒
が
自
身
の
成
長
を

把
握
で
き
る
授
業
へ

指
導
と
評
価
の
計
画
上
の
工
夫
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は
、
複
数
回
練
習
さ
せ
た
後
で
評
価
し
て

い
ま
す
。１
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
の『
で

き
て
い
な
い
状
態
』
を
評
価
の
対
象
に
す

る
の
で
は
な
く
、２
回
目
、３
回
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で『
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
状
態
』

を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
評

価
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
自
身
の
成
長
を

実
感
さ
せ
る
こ
と
が
、
英
語
科
全
体
の
共

通
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
習

を
前
提
に
す
る
こ
と
で
、
教
師
が
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
設
定
す
る
評
価
規
準
が
高
く
て

も
、
生
徒
は
『
こ
の
状
態
ま
で
成
長
で
き

る
は
ず
』
と
、
高
い
目
標
に
も
前
向
き
に

挑
戦
し
よ
う
と
し
ま
す
」

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
ご
と
に
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
示
す
こ
と
（
図
１
）
を
徹
底
し
、

生
徒
の
実
態
に
寄
り
添
っ
た
指
導
と
評
価

を
模
索
す
る
中
で
、
評
価
の
仕
組
み
の
改

良
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
、
英
語
学

科
主
任
の
瀧
本
未み

知ち

湖こ

先
生
は
言
う
。

　「
英
語
科
の
生
徒
た
ち
は
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─
Ｄ

Ｏ
リ
ス
ト
の
記
述
を
強
く
意
識
し
、『
で

き
る
よ
う
に
な
ろ
う
』
と
学
習
に
臨
み
ま

す
が
、
英
語
力
が
多
様
な
普
通
科
に
は
、

Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
自
身
の
到
達
度

の
把
握
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
て
い

な
い
生
徒
も
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
本
校
の
普
通
科
の
生
徒
は
真
面
目
に

学
習
に
も
取
り
組
み
、
自
己
評
価
は
厳
し

め
で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ

ス
ト
の
中
の
『
で
き
て
い
る
』
と
い
う
記

述
を
、『
完
全
に
で
き
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』と
解
釈
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

本
校
に
勤
務
さ
れ
た
先
輩
の
先
生
方
も
、

『
Ｃ
Ａ
Ｎ
─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
が
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｔ

教
育
振
興
課
長
・
２
学
年
英
語
チ
ー
フ

木
村
雄
一　

き
む
ら
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。
英
語
科
。

英
語
科
副
担
任
・
１
学
年
英
語
チ
ー
フ

山
本
聡
子　

や
ま
も
と
・
さ
と
こ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
英
語
科
。

英
語
学
科
主
任

瀧
本
未
知
湖　

た
き
も
と
・
み
ち
こ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６

年
目
。
英
語
科
。

英
語
科
教
科
主
任

𠮷𠮷
𠮷
　
勲　

よ
し
た
け
・
い
さ
お

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４

年
目
。
英
語
科
。

教
務
主
任

近
藤
圭
太　

こ
ん
ど
う
・
け
い
た

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３

年
目
。
数
学
科
。

ルーブリックが示されている、パフォーマンステストのワークシート図１

パフォーマンステストや言語活動を行う度にルーブリックで自己評価することで、生徒は自身の英語力の向上を実感することができる。
※学校資料をそのまま掲載。

設
立

　 

１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
（
一
般
コ
ー
ス
、
数
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
）、
英
語
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
４
０
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立
大

は
、
東
京
外
国
語
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州
大
、
熊

本
大
、
国
際
教
養
大
、
神
戸
市
外
国
語
大
な
ど
に
１
８
３

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、

上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に

延
べ
９
７
４
人
が
合
格
。 

学
校
概
要
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─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
生

徒
の
現
状
に
合
わ
せ
て
修
正
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
生

徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
改

め
て
検
討
す
る
時
期
が
来
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」

　
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
も
、「
記
述
さ
れ

て
い
る
活
動
や
目
指
す
状
態
は
、
生
徒
に

と
っ
て
理
解
し
や
す
い
も
の
だ
ろ
う
か
」

「
教
師
の
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
声
が
英
語
科
内

で
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、

生
徒
が
目
指
す
べ
き
状
態
を
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
テ
ス
ト
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示

す
だ
け
で
な
く
、
１
年
間
を
通
し
て
、
ど

ん
な
状
態
を
目
指
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う

な
学
習
の
取
り
組
み
方
を
求
め
て
い
る
の

か
を
生
徒
に
示
す
こ
と
も
必
要
だ
。

　
現
在
、
英
語
科
で
は
、
各
レ
ッ
ス
ン
末

で
取
り
組
む
言
語
活
動
の
内
容
と
目
標
に

つ
い
て
、「
課
末
の
言
語
活
動
概
要
」（
図

２
）
を
用
い
て
生
徒
に
説
明
し
て
い
る
。

生
徒
は
、
活
動
の
概
要
を
把
握
し
、
レ
ッ

ス
ン
末
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
念

頭
に
置
く
こ
と
で
、「
こ
こ
ま
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
こ
う
」
と
、
目
標
を
明

確
化
し
て
日
々
の
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
年

度
当
初
に「
授
業
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
配
布
し
、
各
科
目
の
予
習
・
授
業
・
復

習
の
進
め
方
、
週
末
課
題
や
長
期
休
業
中

の
課
題
の
内
容
や
取
り
組
み
方
を
生
徒
に

伝
え
て
い
る（
図
３
）。
こ
の
よ
う
に
、「
授

業
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
年
間
を
通

し
た
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
、「
課
末
の
言

語
活
動
概
要
」で
各
レ
ッ
ス
ン
の
目
標
を
、

各
授
業
で
配
布
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
具
体
的
な
活
動
の
目
標

を
示
し
て
い
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
ご
と
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
『
課
末
の
言
語
活
動
概

要
』
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
活
動
ご
と
に
自

分
が
ど
ん
な
状
態
を
目
指
し
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
規
準
で
評
価
さ
れ
る
の

か
を
具
体
的
に
理
解
で
き
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
シ
ラ
バ
ス
や
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス

ト
を
改
定
し
な
が
ら
、
生
徒
に
よ
り
大
き

な
評
価
規
準
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
の
前

の
一
つ
ひ
と
つ
の
授
業
を
大
切
に
し
て
い

く
と
、
生
徒
が
ど
ん
な
姿
に
成
長
す
る
の

か
を
、
今
ま
で
以
上
に
明
確
に
描
く
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
瀧
本
先

生
）

　

授業オリエンテーション図３

※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料をそのまま掲載。

課末の言語活動概要図２
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　「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
を

レ
ッ
ス
ン
ご
と
、
ま
た
は
授
業
の
言
語
活

動
ご
と
に
伝
え
る
こ
と
で
、
自
分
は
英
語

を
ど
の
よ
う
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
か

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
、
生
徒
の
学
び
に

向
か
う
姿
勢
は
大
き
く
変
わ
る
と
言
う
。

　「
２
年
次
２
学
期
の
『
英
語
表
現
』
で

は
、デ
ィ
ベ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。デ
ィ

ベ
ー
ト
に
至
る
ま
で
に
は
、
教
師
が
出
し

た
意
見
に
対
し
て
質
問
や
反
論
を
さ
せ
た

り
、
教
師
の
質
問
を
予
想
さ
せ
て
英
文
で

書
か
せ
た
り
と
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で

多
様
な
言
語
活
動
を
組
み
込
み
ま
す
。
そ

う
し
た
活
動
の
意
味
と
学
期
末
の
活
動
と

が
つ
な
が
り
を
も
っ
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
た

生
徒
は
、
授
業
の
帯
活
動
で
あ
る
１
分
間

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で
Ｗ
Ｐ
Ｍ
（
＊
１
）
が
急

増
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
長
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
」（
瀧
本
先
生
）

　
そ
う
し
て
日
々
の
言
語
活
動
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
は
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
、
生
徒
が
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、同
校
で
は「
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
を
受
検
さ
せ
て
い
る
。

　「『
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
』
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
海

外
で
英
語
話
者
が
採
点
し
て
い
る
こ
と

を
説
明
す
る
と
、
生
徒
の
意
欲
は
明
ら
か

に
高
ま
り
ま
す
。
海
外
を
行
き
来
す
る
こ

と
が
難
し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の
よ
う

な
形
で
あ
っ
て
も
、
外
の
世
界
と
つ
な
が

る
こ
と
を
生
徒
は
求
め
て
い
ま
す
。
単
に

大
学
入
試
に
役
立
つ
か
ら
と
い
っ
た
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
将
来
、
ど
ん
な
ふ
う
に

社
会
で
活
躍
し
た
い
の
か
を
考
え
る
過
程

に
、『
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
』
の
よ
う
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
位
置
づ
け
、
生
徒
に
受
検
す
る
こ

と
の
意
義
と
日
々
の
学
習
と
の
つ
な
が
り

を
語
る
こ
と
も
、
教
師
に
は
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　
さ
ら
に
、
英
語
科
の
生
徒
に
は
、「
エ
ッ

セ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
得
意
で
あ
れ
ば
、

大
学
や
留
学
先
で
一
目
置
か
れ
る
」「
正
し

い
文
法
を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
、
仕
事
で

も
信
頼
を
勝
ち
得
る
」
な
ど
と
、
英
語
を

使
っ
て
活
躍
し
て
い
る
将
来
の
自
分
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
な
声
か
け
も
、
日
々

の
授
業
に
お
い
て
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　　
英
語
力
を
高
め
る
た
め
の
授
業
の
実
践

を
先
駆
的
に
進
め
て
き
た
同
校
が
、
さ
ら

な
る
授
業
改
善
の
た
め
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
が
、
授
業
で
の
「
問
い
」
の

質
の
向
上
だ
。
同
校
の
英
語
科
で
は
、
教

科
書
の
内
容
を
深
く
問
う
発
問
と
、
そ
れ

に
対
し
て
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
答
え
を
書

き
出
し
た
「
シ
ナ
リ
オ
」（
図
４
）
を
使

用
し
て
い
る
。
レ
ッ
ス
ン
ご
と
に
作
成
担

当
の
教
師
を
決
め
、
作
成
し
て
き
た
本
シ

ナ
リ
オ
は
、
同
校
の
英
語
科
の
授
業
の
質

の
担
保
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
、
英

語
科
教
科
主
任
の
𠮷𠮷
𠮷
勲い

さ
お

先
生
は
説
明

す
る
。

　「
赴
任
し
た
ば
か
り
の
教
師
も
、
シ
ナ

リ
オ
を
見
る
こ
と
で
、
本
校
の
生
徒
に
は

授
業
中
に
ど
の
程
度
の
レ
ベ
ル
の
質
問
が

で
き
る
の
か
が
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
シ

ナ
リ
オ
は
、英
語
科
の
教
師
全
員
で
作
り
、

批
評
し
合
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
活
動
に

よ
っ
て
、
本
校
の
英
語
科
に
は
、
指
導
に

つ
い
て
対
等
に
語
り
合
う
風
土
が
醸
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
指
導
の
ベ
ー
ス
と
な
る
シ

ナ
リ
オ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
シ
ナ
リ

オ
を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
ど
ん
な
深
い
問

い
が
考
え
ら
れ
る
か
を
、
も
っ
と
教
科
内

で
語
り
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
22
年
度
に
向
け
て
は
、
観
点
別
学
習
状

況
の
評
価
な
ど
、
教
科
を
超
え
て
学
校

全
体
で
語
り
合
う
べ
き
テ
ー
マ
も
多
い
か

ら
こ
そ
、
常
に
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
み

続
け
て
き
た
英
語
科
へ
の
期
待
が
大
き
い

と
、
教
務
主
任
の
近
藤
圭
太

先
生
は
語
る
。

　「
英
語
科
の
先
生
方
か
ら

は
、
４
技
能
５
領
域
で
の
観

点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実

践
な
ど
、
英
語
科
な
ら
で
は

の
検
討
課
題
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
生
徒
本
位
の

授
業
改
善
を
続
け
て
き
た
英

語
科
の
知
見
を
基
に
、
教
科

を
超
え
て
対
話
す
る
こ
と

が
、
本
校
全
体
の
教
育
活
動

の
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
」

生
徒
の
理
解
を
深
め
る

よ
り
よ
い
「
問
い
」
を
追
究

今
後
の
課
題
・
展
望

シナリオ図４

※学校資料をそのまま掲載。

＊１　Words Per Minute の略。1 分間あたりに読める単語数のこと。　

何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
機
会
に

外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
役
割
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21
年
度
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
文
部

科
学
省
「
令
和
元
年
度
『
英
語
教
育
実
施

状
況
調
査
』」
の
結
果
を
基
に
、
県
の
英

語
教
育
の
状
況
を
改
め
て
分
析
し
た
。
す

る
と
、
高
校
に
お
け
る
「
生
徒
の
英
語
に

よ
る
言
語
活
動
時
間
の
割
合
」
は
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
た
一
方
で
、「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
率
、
及
び
平
均
実

施
回
数
」「『
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
』
形

式
に
よ
る
学
習
到
達
目
標
の
公
表
、
及
び

達
成
状
況
の
把
握
の
状
況
」
は
、
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
た
（
図
１
）。
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
推
進
班
の
佐
野
博
紀
指
導

主
事
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）
は
、
課
題
意

識
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
全
国
平
均
と
の
比
較
か
ら
、
本
県
が

指
導
と
評
価
の
う
ち
、
評
価
の
面
に
お
い

題
と
、
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
て
、

プ
ラ
ン
で
は
次
の
３
点
を
最
重
要
課
題
に

掲
げ
た
。

①
英
語
４
技
能
の
育
成
を
図
る
授
業
改
善

②
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
推
進
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施

③
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
」
形
式
の
学

習
到
達
目
標
の
活
用

　
そ
の
３
つ
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
21
年

度
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
（
図
２
）。

　
そ
の
１
つ
が
、
英
語
教
育
に
関
す
る
先

進
的
な
実
践
事
例
の
共
有
だ
。
県
教
育
庁

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
大
分
県
教
育
庁
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
配
信
さ
れ
る
公
開
授
業
の

様
子
を
撮
影
し
た
動
画
や
、
県
内
の
英
語

教
師
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
集
め
ら
れ
る
指

導
・
評
価
の
実
践
事
例
を
通
じ
て
、
英
語

　
大
分
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
（
以
下
、

県
教
育
庁
）
は
、
２
０
１
４
年
度
、「
大

分
県
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
資
質
・
能
力
を
持
つ
児
童
・
生
徒
の
育

成
に
、全
県
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

児
童
・
生
徒
の
英
語
力
の
育
成
と
、
教
師

の
英
語
指
導
力
の
向
上
に
焦
点
を
あ
て
、

16
年
度
に
は
、「
大
分
県
英
語
教
育
改
善

推
進
プ
ラ
ン
」（
以
下
、プ
ラ
ン
）
を
策
定
。

以
降
、
英
語
教
育
に
関
す
る
全
国
の
動
向

と
県
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
年
度
ご
と
に

改
善
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
る
。

て
、
さ
ら
に
改
善
の
必
要
が
あ
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
た
生
徒
の
言
語
活
動
時
間
に
つ

い
て
も
、英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
総
合
的
に
育
成
す
る
言
語
活
動

を
行
う
な
ど
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
授
業
改
善
に
資
す
る
情

報
提
供
を
積
極
的
に
行
っ
た
上
で
、
技
能

ご
と
に
到
達
度
を
評
価
し
て
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
を
行
う
と
い
う
サ

イ
ク
ル
を
回
す
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化

の
実
現
を
支
援
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
調
査
結
果
の
分
析
か
ら
顕
在
化
し
た
課

大
分
県
教
育
庁
　高
校
教
育
課

エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
課
題
を
把
握
し
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
の
実
現
に
向
け
て
全
校
を
支
援

大
分
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
は
、
２
０
２
１
年
度
、
文
部
科
学
省
「
令
和
元
年
度
『
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
』」
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

「
大
分
県
英
語
教
育
改
善
プ
ラ
ン
」
の
内
容
を
大
き
く
変
更
し
た
。
す
べ
て
の
県
立
高
校
で
英
語
の
運
用
力
を
測
定
す
る

「
大
分
県
版
英
語
４
技
能
認
定
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
指
導
と
評
価
の
一
体
化
の
実
現
に
生
か
す
べ
く
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

実践事例 4全
国
デ
ー
タ
と
の
比
較
か
ら

英
語
教
育
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

取
り
組
み
の
背
景

授
業
等
の
実
践
事
例
を
共
有
し
、

目
指
す
指
導
と
評
価
を
イ
メ
ー
ジ
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４
技
能
の
育
成
の
た
め
の
授
業
や
評
価
の

あ
り
方
、
目
標
設
定
や
評
価
の
方
法
な
ど

を
学
ぶ
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

　
生
徒
が
英
語
４
技
能
を
活
用
す
る
言
語

活
動
と
、
生
徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
が
る

評
価
の
事
例
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト

の
実
践
を
見
て
、
新
学
習
指
導
要
領
で
求

め
ら
れ
て
い
る
英
語
の
指
導
と
評
価
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
指
導
観
・

評
価
観
の
転
換
を
図
る
と
い
う
ね
ら
い
が

あ
る
。
高
校
教
育
指
導
班
の
山
本
俊
幸
指

導
主
事
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
評
価
は
本
来
、
生
徒
の
英
語
力
を
正

確
に
把
握
し
、
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
活

用
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
先
生
方
の

指
導
の
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
評
価
の
実

践
に
向
け
て
、
先
生
方
が
今
求
め
て
い
る

の
は
、
理
論
や
解
説
だ
け
で
は
な
く
、『
具

体
的
な
実
践
事
例
』
な
の
で
す
」

　
指
導
と
評
価
の
一
体
化
に
向
け
た
施
策

と
し
て
、
21
年
度
か
ら
「
大
分
県
版
英
語

４
技
能
認
定
テ
ス
ト
」（
以
下
、
認
定
テ

ス
ト
）
を
導
入
し
た
。
す
べ
て
の
県
立
高

校
の
２
年
生
が
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
を
受
検
し
、

そ
の
結
果
か
ら
、
各
校
が
指
導
の
成
果
や

課
題
を
把
握
し
、授
業
改
善
を
図
る
こ
と
、

そ
し
て
評
価
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
る
。

　
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
専
門
高
校
も
含

め
、
す
べ
て
の
県
立
高
校
を
対
象
と
し
た

点
だ
。
勤
務
校
の
学
科
を
問
わ
ず
、
全
教

師
が
到
達
目
標
に
基
づ
く
授
業
を
行
え
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
背
景
に
基
づ
い
た

施
策
で
あ
る
と
、山
本
指
導
主
事
は
語
る
。

　「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
生
涯
に
わ

た
る
様
々
な
場
面
に
お
い
て
英
語
を
使
う

よ
う
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
未
来
の
創
り

手
で
あ
る
生
徒
に
は
、
使
え
る
英
語
力
、

学
び
続
け
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
校

教
育
に
お
い
て
も
、
大
学
入
試
だ
け
に
目

を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
生
徒

の
英
語
力
を
技
能
別
に
把
握
し
、
授
業
改

善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え

ま
し
た
。
各
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
校
風
や

学
科
の
特
色
が
あ
り
、
生
徒
の
希
望
進
路

も
様
々
で
す
。
そ
う
い
っ
た
実
情
を
踏
ま

え
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
等
か
ら
一
歩
進

ん
だ
本
施
策
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
英

語
力
に
還
元
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
自
校
の
生
徒
に
卒
業
時
ま
で
に
身

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
班

指
導
主
事
兼
課
長
補
佐
（
総
括
）

佐
野
博
紀　

さ
の
・
ひ
ろ
の
り

高
校
教
育
指
導
班

指
導
主
事

山
本
俊
幸　

や
ま
も
と
・
と
し
ゆ
き

英語教育に関する実施状況（高校）図１

※大分県教育庁資料を基に編集部で作成。　

●英語科担当教師の授業における英語の使用状況
　（発話の75％以上を英語で行っている教師の割合）

大分県
全国

●生徒の英語による言語活動時間の割合
　（50％程度以上英語による言語活動を生徒が行っている割合）

大分県
全国

●スピーキングテスト及びライティングテスト等の
　パフォーマンステストの実施率

公表

把握

大分県
全国

●「CAN－DOリスト」形式による学習到達目標の公表、
　及び達成状況の把握の状況

大分県
全国

大分県
全国

注）数値は、スピーキングテスト・ライティングテストの両方を実施している割合

5.5
12.6

58.8
54.1

（％）

（％）

（％）

（％）

30.7
36.4

39.1
49.5

50.0
57.6

※大分県教育庁資料を基に編集部で作成。

❶高校教育研究英語部会との連携　研究チームを設置し、指導・評価
に関する協議を通して、効果的な指導・評価のあり方を研究し、県内
に普及する。

❷「大分県発英語授業モデル」の開発・普及　地域や学校・学科等の特
色に関連づけた４技能を高める授業例（他教科の学習内容を積極的に
活用し、英語を用いて課題解決等を図る授業など）を実践・共有。

❸公開授業の実施　英語教育推進リーダーや指導教諭が中心となり、
英語４技能を育成する効果的な指導を実践している授業を公開。

❹情報発信・共有　公開授業の様子を「大分県教育庁チャンネル」で動
画配信。県内英語教員共有フォルダで指導・評価の実践を共有。

❺大分県版英語４技能認定テスト　県立高校２年生を対象として、生徒
の正確な英語力を測定するテストを実施。各校が設定する学習到達目
標の達成に向けた授業改善のＰＤＣＡサイクルに活用する。各校の取
り組みを支援するため、県は英語科主任等対象の全体研修会を年２
回実施。

2021年度「大分県英語教育改善推進プラン」概要図２

普
通
科
・
専
門
科
の
枠
を
超
え
、

４
技
能
の
育
成
の
重
要
性
を
周
知

英
語
４
技
能
の
評
価
に
向
け
て

県
立
高
校
数

　
普
通
科
18
校
、
専
門
科
11
校
、
総
合
学
科

２
校
、
普
通
科
・
専
門
科
８
校
、
専
門
科
・
総
合
学
科
２
校

県
立
高
校
生
徒
数

　
約
２
万
人
（
全
日
制
）

大
分
県

　概
要
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に
つ
け
さ
せ
た
い
英
語
力
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
指
導
と
評
価
を
一
体
的
に
行
え
る
よ

う
、
受
検
結
果
の
活
用
を
支
援
し
た
い
と

考
え
ま
し
た
」

　
英
語
力
を
測
定
す
る
意
義
を
、
佐
野
課

長
補
佐
は
こ
う
指
摘
す
る
。

　「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
や
英
語
４

技
能
の
評
価
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
、
資
料
説
明
や
実
践
事
例
の
共
有
に
加

え
て
、
実
際
に
４
技
能
を
測
る
テ
ス
ト
を

受
検
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
、
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
認
定
テ
ス
ト
の
実
施
後
は
、
多
く
の
学

校
か
ら
前
向
き
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
音
声
を
録
音
す
る
形
式

だ
が
、熱
心
に
英
語
を
話
す
生
徒
を
見
て
、

「
本
校
の
生
徒
が
、
こ
ん
な
に
英
語
を
話

そ
う
と
し
て
い
る
」「
英
語
が
苦
手
で
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
」と
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
を
通
じ
て
、
生
徒

の
英
語
学
習
へ
の
意
欲
の
高
さ
に
気
づ
い

た
教
師
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　「
特
に
、
英
語
の
運
用
力
を
測
る
資
格
・

検
定
試
験
を
初
め
て
実
施
し
た
専
門
高
校

の
先
生
は
、
予
想
以
上
に
頑
張
っ
て
英
語

を
使
お
う
と
す
る
生
徒
の
姿
に
心
を
打
た

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

テ
ス
ト
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
生
徒
の
姿

を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
に
向
け
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
テ
ス
ト
の
さ
ら
な
る
実
施
と
、
英
語
４

技
能
の
育
成
を
図
る
授
業
改
善
が
一
層
進

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に
取
り
組
む
生
徒

の
頑
張
り
を
認
め
る
こ
と
で
、
生
徒
に
達

成
感
を
持
た
せ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
佐
野
課
長
補
佐
）

　
県
教
育
庁
で
は
、
認
定
テ
ス
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
全
県
の
教
師
を
対
象
と

し
た
全
体
研
修
会
を
年
２
回
実
施
し
、
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
指
導
・
評
価

方
法
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
予
定
だ

（
図
３
）。
外
部
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
結
果
を
教
育
活
動

の
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
が
、
本
施
策
の
重
要
な
目
的
で
あ
る
。

　「
英
語
の
運
用
力
を
測
る
テ
ス
ト
の
問

題
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
、『
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
』
を
通
じ
て
知
り
、
テ
ス
ト
の
結

果
を
基
に
校
内
で
授
業
改
善
に
つ
い
て
話

し
合
う
こ
と
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
は
、

先
生
方
自
身
が
、
英
語
の
運
用
力
を
測
る

定
期
考
査
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の

問
題
を
作
成
し
て
実
施
し
、
指
導
と
評
価

の
一
体
化
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
」（
山
本
指
導
主
事
）

　
指
導
と
評
価
の
一
体
化
に
向
け
て
は
、

Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
目
標

設
定
と
達
成
状
況
の
把
握
に
も
努
め
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
は
、
13
年
度
に

す
べ
て
の
県
立
高
校
が
作
成
し
た
が
、
現

在
の
活
用
状
況
は
Ｐ
．20
図
１
の
通
り
課

題
が
あ
り
、
英
語
４
技
能
の
指
導
や
評
価

に
活
用
す
る
意
識
を
改
め
て
喚
起
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
県
教
育
庁
は
各

校
に
、
今
回
の
認
定
テ
ス
ト
の
結
果
を
基

に
、
22
年
度
の
認
定
テ
ス
ト
に
向
け
た
目

標
設
定
を
求
め
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ

を
踏
ま
え
た
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
の
見

直
し
も
進
め
て
も
ら
い
、
今
後
、
各
校

の
Ｃ
Ａ
Ｎ
─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
取
り
ま
と
め
、

全
県
で
共
有
す
る
予
定
だ
。

　「
文
部
科
学
省
に
よ
る
英
語
教
育
実
施

状
況
調
査
で
は
、
英
語
力
の
到
達
目
標
を

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
で
示
し
て
い
ま
す
。
認
定
テ
ス

ト
の
結
果
に
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
に
基
づ
い
た

ス
コ
ア
が
示
さ
れ
る
の
で
、
自
校
の
生
徒

2021年度　認定テスト・全体研修会の流れ図３

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12 月 １月 ２月 ３月

認定テスト
実施

結果返却

校内結果分析

第１回　全体研修会
（10月末）

•「ＣＥＦＲに基づいた
学習到達目標の設定」

「目標→評価→指導を
一体化させる指導方
法・評価方法」をテー
マとした外部講師によ
る講演と演習

各校での実践

•学習到達目標
の見直し

•パフォーマンス
テストの実践

第２回　全体研修会
（１月末）

•英語 4 技能の育成に
向けた指導と評価に
関する実践発表（外
部講師）

•評価・指導の実践事
例の共有（学校種ごと）

各校での実践・検証

•次年度の学習到
達目標の設定　

•パフォーマンステ
ストの実践及び
検証

※大分県教育庁資料を基に編集部で作成。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に

熱
心
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

情
報
提
供
に
努
め
る

教
育
委
員
会
の
役
割
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の
英
語
力
が
ど
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
目
標

と
す
る
レ
ベ
ル
と
の
差
が
ど
の
く
ら
い
な

の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
佐
野
課
長
補
佐
）

　
22
年
度
の
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を

前
に
、
県
教
育
庁
に
は
、
多
く
の
高
校
か

ら
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
方
法
、
観
点
別
学
習

状
況
の
評
価
な
ど
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
県
教
育
庁
は
、
そ
れ
ら
の

課
題
に
関
す
る
情
報
提
供
や
教
員
研
修
を

行
い
、
現
場
を
支
援
し
て
い
く
。
そ
の
際

は
、
英
語
の
運
用
力
を
測
る
た
め
の
定
期

考
査
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
作
問

の
仕
方
な
ど
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

実
用
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
考
え
だ
。

　
山
本
指
導
主
事
は
、
既
に
新
学
習
指
導

要
領
が
実
施
さ
れ
た
小
・
中
学
校
の
英
語

教
育
の
状
況
を
踏
ま
え
、
高
校
の
英
語
教

育
に
次
の
よ
う
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　「
小
・
中
学
校
で
培
っ
た
英
語
力
を
総

合
的
に
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
、

高
校
の
英
語
教
育
の
責
務
で
す
。
今
後
、

県
教
育
庁
と
し
て
、
小
・
中
学
校
で
行
わ

れ
て
い
る
授
業
の
実
態
や
、
児
童
・
生
徒

の
状
況
等
の
情
報
を
高
校
に
周
知
し
、小・

中
学
校
と
高
校
と
が
連
続
性
を
も
っ
て
子

ど
も
の
英
語
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
け

る
よ
う
、先
生
方
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
」

　本校は、グローバルコミュニケーション科（以下、
ＧＣ科）、普通科、商業科があり、ＧＣ科では、以前
から「ＧＴＥＣ」を全学年で年１回実施しています。
普通科と商業科では、今回の認定テストで初めて4
技能を測定しましたが、スピーキングテストで英語
を一生懸命話す姿が見られるなど、生徒は前向きに
取り組んでいました。
　両学科では、昨年度から英語の授業で言語活動を
強化しています。例えば、帯活動として、１人が絵
の内容を英語で説明し、その内容を基にもう１人が
絵を描き、説明したことを英文に書き起こすといっ
たペアワークを行っています。また、自分の意見を
書く英作文では、パラグラフの構成の仕方などを指
導してきました。認定テストでは、そうして培って
きたスピーキングやライティングの力が初めて客観
的に示され、それが想定以上によかったことに、生
徒は日頃の学習の成果を実感できたようです。英語
を苦手と言っていた生徒が、「次のテストに向けて、
授業を頑張りたい」といった振り返りを書いたり、
授業で意欲的に発言したりする姿が見られています。　
　授業でのペアワークやグループワークの様子を見
ると、自分の好きなことや考えを伝える言語活動が
英語学習の動機づけになっていると感じています。
そうした意欲は、生涯英語を学習し続けることにも
つながると考え、今後も言語活動を一層工夫してい
きたいと思っています。

【お話を聞いた先生／外国語 (英語 )科教諭
門脇早苗、小野俊子、宮﨑ゆりえ】

　林業科、機械科、電気科、建築土木科を擁する本校
には、希望進路が明確な生徒が多く、学習にも意欲的
です。専門教科・科目の授業で協働作業や自分の意見
が求められる機会が多いため、生徒は英語の授業でも
グループワークに活発に取り組みます。教師やＡＬＴ
は、生徒が自分の考えを明確に、正確に伝えることで
味わえる喜びや達成感を深く得られるように、文法
や表現の正確性にも重点を置いて指導しています。
　今回の認定テストでは、「情報がどれだけ伝わった
か」の面でよい評価が出たことで、生徒も教師も、
日頃取り組んでいる学習や指導の成果を感じること
ができました。また、もう少しでＣＥＦＲのＡ２レベ
ルに届きそうな生徒が大勢いることも分かりました。
ライティングの答案に書かれていた採点者の英文の
コメントを和訳する課題を出したところ、生徒は皆、
熱心に取り組んでいました。課題である文法や語彙
を強化しつつも、生徒の強みをしっかり評価するこ
とで、より主体的に学習に取り組む態度を育めるの
ではないかと期待しています。
　そのためにも、指導と評価の一体化が重要であると
思っています。県の人事交流で中学校に勤務した際、
言語活動やパフォーマンステストを日常的に行う中
学校の状況を知り、本校でも積極的に取り入れるよ
うにしました。今後は、普段の授業内容を、平日や
週末の課題、パフォーマンステストを含む単元テス
ト、定期考査に適切に反映し、より透明性のある指
導と評価の一体化に努めていきたいと考えています。

【お話を聞いた先生／外国語(英語)科教諭　高山満也】

４技能別の客観的な数値が、
生徒の学習意欲を高める

大分県立別府翔
しょう

青
せい

高校

前向きなコメントを活用し、
自分の強みに目を向けさせたい

大分県立日
ひ た

田林
りんこう

工高校

英本校の 語 教 育
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株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686　岡山市北区南方3-7-17

フリーダイヤル　0 1 2 0 - 3 5 0 4 5 5 ［受付時間］ 月〜金8：00〜18：00／土8：00〜17：00（祝日、年末・年始を除く）

（株）ベネッセコーポレーションからのお知らせ

開催日時	 2021年11月27日（土）14時〜16時30分（２時間３０分）
内容	 ❶立命館大学からの高大連携の実証研究発表

	 　講師　立命館大学		教授　			山中	司

	 　　　　立命館大学		准教授			山下	美
み

朋
ほ

	 ❷高校・大学の先生方によるパネルディスカッション
形式	 オンライン（ライブ配信）　※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法　右記の２次元コード、または下記URLから登録してください。
https://sforce.co/3ixPgbf

参加申し込み締め切り　2021年11月24日（水）　　　

参加費　無料										

高校で育成するべき英語力について考える

英語教育シンポジウムのご案内

高大連携の実証研究内容や、パネルディスカッションを通じて、
高校・大学で育成していく英語力やその指導実践についてお伝えいたします。

発行日　2021年10月15日発行　発行人　山河健二　編集人　春名啓紀　発行所　（株）ベネッセコーポレーション　学校カンパニーVIEW	next 編集部
〒163-0415　東京都新宿区西新宿 2-1-1　新宿三井ビルディング　印刷製本／（株）協同プレス　編集協力／（有）ペンダコ　執筆協力／中丸　満、二宮良太

＊本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます。＊本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます。©Benesse	Corporation	2021
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や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE	アプリの
「友だち追加」＞「ID	検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

※申し込み開始は11月１日（月）以降となりますので、１日以降にアクセスしてお申し込みください。

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！
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